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■弊社ウェブサイトでは取扱説明を動画でもご覧頂けます。 

 
弊社ウェブサイトから 「動画＜LT330 の使い方＞」 を見る 

https://www.modia.co.jp/products/lt330_video_m.html 

こちらの QR コードからアクセスできます☞        
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１．概要 

 

●LT330 はデータサーバー機能を持たないＮＣ工作機と接続し、大容量プログラムデータの高速 

ＤＮＣ転送やＮＣ制御機のメモリの入出力を行う超小型，簡単操作，低価格が特徴のＮＣデータ

コミュニケ－ターです。 

 

●Windows ネットワークによるファイル共有機能を持ち、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムなどで作成された

ＮＣプログラムデータをネットワーク経由で高速転送し、内部の大容量フラッシュディスクに保存

します。 

 

●フラッシュディスクは電源を切ってもデータを保持する半導体ディスクで、振動、熱、電気的 

ノイズ等に高い耐久性を持っていますので、これらの条件の悪い作業現場でも安全にＤＮＣ

運転、データ入出力が行えます。 

 

●差し替えが可能な外部メモリとしてＵＳＢメモリーディスクが利用できます。パソコンで作成したプ

ログラムデータをＵＳＢメモリから直接ＮＣに転送したり、ＮＣからのプログラムデータを保存できま

す。 

 

●ネットワーク環境が整備された工場でのご利用はもちろん、コンパクトなサイズですので、 

ＣＡＤ／ＣＡＭシステムのある事務所から加工現場への持ち運びや、社外への託送も可能です。 

 

●ネットワークの設備の予算がない、ノイズなどの環境が悪いと言った条件の場合でも、低コストで

大容量プログラムデータを使った長時間連続加工運転を実現し、現有設備の稼動効率を大幅に

アップします。 
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２．機能 

Windows ネットワークのファイル共有機能を利用して、ＰＣからＬＴ３３０内部のフラッシュディスクに転送さ

れたＮＣプログラムデータを、ＲＳ２３２Ｃインターフェイスを介してＮＣ制御装置と入出力を行います。 

フラッシュディスクは電源を切っても内容を保持するハードディスクと同等に扱える半導体メモリで駆動 

部分が無く、振動、温度変化などの強い対環境性を持っています。 

 

ﾓｰﾄﾞ 機能 FROM TO 

１ OUT（データ出力） 指定ディレクトリ ＣＯＭ１ ／ ＣＯＭ２ 

２ IN（データ入力） ＣＯＭ１ ／ ＣＯＭ２ 指定ディレクトリ 

３ COPY（ファイルコピー） 指定ディレクトリ 指定ディレクトリ 

４ DEL（ファイル消去） 指定ディレクトリ  

５ PRM（パラメータ設定）   

 

２－１．モード 

 

OUT（データ出力） 指定されたＮＣデータファイルのＮＣデータをＮＣへ送出します。 

IN（データ入力） 指定されたファイルにＮＣからのＮＣデータを書き込みます。 

COPY（ファイルコピー） 指定されたデータファイルを、指定されたディレクトリへコピーします。 

DEL（ファイル消去） 指定されたＮＣデータファイルを削除します。 

PRM（パラメータ設定） パラメータファイルの選択とパラメータデータの編集作業を行います。 

 

２－２．オペレーションモード  

  Normal（ノーマル）モード       通常運転 

  Remote（リモート）コマンドモード  ＮＣからの指令による自動運転 

 

２－３．操作キーの配列 

 

 

２－４．表示装置 

キャラクタタイプ LCD ２０桁 ｘ ４行 バックライト付き 

 

      １         ２０文字 
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３．操作 

 

□ 初期画面表示 ：電源投入時の立ち上がり画面 

 

＜Normal モード時＞ 

 

 

       モード 

現在選択されているＤＩＲ（ディレクトリ）のファ

イル名。 で右スクロール で左スクロ

ール。 

                                  

                       現在選択されているＤＩＲ（ディレクトリ）名 

                          Ｆ： ファイル数を表示 

Ｒ： 残容量を表示 

 

＞この画面で Remote コマンドモードに切替る場合  を押して”Remote Command?”と

表示されますので で決定します。 

 

 モードの切替についての詳細は「３－７．オペレーションモードの切替」を参照してください 

 

 

＜Remote コマンドモード時＞ 

 

 

この画面でＮＣからの指令を待ち、                                   

                                         ＮＣからコマンドを受信するとそれぞれ 

画面を表示します。  

                                                     （それぞれの表示画面の詳細については  

 「１０．リモートモード」を参照してください） 

＞この画面で Normal モードに切替る場合  を押して下さい。 

           

 モードの切替についての詳細は「３－７．オペレーションコマンドの切替」を参照してください 

 

□ ファームウェアバージョンの表示 ： キーを押すと、パラメータ一ファイル選択画面の左下

に表示します。 

 

               

 

 

 

 

                       ファームウェアバージョン        

Remote Command: 

OUT  SEL    ＞DATA0005 

DATA-1          DATA0006 

F:  6           DATA0007 

R: 216.3M       DATA0008 

PRM  SEL      >ｄｅｆａｕｌｔ 

                  USER001 
                  USER002 
Ver 7.1.0.0       USER003 
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３－１．データの出力 

 

（１） 機能 ： 指定されたディレクトリの指定されたファイルのデータをＮＣ制御機へ送出します 

〔注〕電源入力時および、終了／リセット時にはこのモードになります 

※ 電源入力時、モード切替時直後は、ファイル選択画面から表示されます。 

 

ディレクトリ番号

選択

フォルダ選択

ファイル選択

下階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

SET

上階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

BS

最後に表示されていた

ファイル選択画面へ戻る

RESET

DIR

DIR

ファイル確定
RESET

SET

データ出力開始

START

データ出力完了

RESET

ファイル選択画面に戻る

0～9

※パラメータ#31～39でパスを

指定したフォルダより上階層

へは移動できません。

START

一覧から

ファイル名選択

直接入力による

ファイル名指定

※ 
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（２） 手順   

① ファンクションの選択： キーを押してください。 

ファイル選択モードになります。 

 

② データファイルの選択： カーソルキーにてファイルを選択してください。 

右スクロールで９文字以上のファイル名を表示でき、 左スクロールで先頭方向に

表示が戻ります。 

選択したディレクトリ内全てのファイルを出力する場合は、ファイル名の最下段にある

「ALL」を選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００５ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ Ｆ： ６           ＤＡＴＡ０００７ 

４ Ｒ： ２１６．３Ｍ    ＡＬＬ 

 

 ファイル名を直接入力してファイルを選択 

ファイル名を直接指定する場合には を押してください。 

ファイル名の直接入力モードになります。 

＊直接入力についての詳細は、「４．データ入力についての補足」の項を参照してください。 

 

 〔注〕ファイル名直接入力時、入力したファイル名が存在しない場合、 

「Not Found」と表示されます。 キーでファイル選択画面に戻ります。 

 

 ファイル名のフィルタリング 

ファイル名先頭からの文字列を指定して、表示されるファイル名を制限することができます。

＊ファイル名のフィルタリング機能の詳細は、「３－５．ファイル名の表示」の項を参照してください。 

 

 ディレクトリ番号の変更 

ＬＣＤには現在選択されているディレクトリが表示されます。（最大１０文字） 

ディレクトリを変更するときは、 キーにてディレクトリ選択モードにして、DIR 番号の

テンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－２      ＤＡＴＡ０００２ 

３ Ｆ： ６           ＤＡＴＡ０００３ 

４ Ｒ： ２１６．３Ｍ    ＤＡＴＡ０００４ 
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 サブディレクトリへの移動 

パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリの下階層にサブディレクトリが存在する場合に

移動することができます。 

 

ファイル選択画面で キーを一回押すと、サブディレクトリ選択画面に移動します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ［ＤＩＲ］    ＞ＦＯＬＤＥＲ１ 

２ ＤＡＴＡ－２    ＦＯＬＤＥＲ２ 

３ Ｄｒｉｖｅ：２   ＦＯＬＤＥＲ３ 

４           ［ＲＯＯＴ］ 

 

 サブディレクトリに移動する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリの中のファイル一覧を表示する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、ディレクトリ番号変更画面に移動しま

す。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、上階層へ移動します。 

 サブディレクトリ選択画面でサブディレクトリがそれ以上無い場合は「Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ」が表

示されます。 

③ ファイルの確定： 出力するファイルを確定します。 キーを押してください。 

３行目にファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭２行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソルキーを上下する事によって確認できます。

表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ ００／０１／０１    ００００２０４８ ← 日付  サイズ 

４ Ｇ０１Ｆ２００ ← ブロックデータ 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 キーを押してください。  

ファイル選択の状態に戻ります。 

 

④ 出力開始： キーでデータ出力を開始します。 

３行目と４行目に出力の状態を表示します。 
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＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＲＵＮ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            ＤＡＴＡ０００６ 

３ ０００００１２３        ００００２０４８ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＞＞ ← 出力中を示すインジケータ 

 

⑤ 出力終了： データ出力が終了したときは以下の表示になります。 

キーを押してください。ファイル選択状態になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＥＮＤ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２ ＤＡＴＡ－１            ＤＡＴＡ０００６ 

３ ０００００１２３        ００００２０４８ ← 出力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 出力終了を示すインジケータ 
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３－２．データの入力 

 

（１） 機能： 指定されたディレクトリの指定されたファイルにＮＣ機器からのデータを書き込みます。 

※ モード切替時直後は、ファイル選択画面から表示されます。 

 

 

 

ディレクトリ番号

選択

フォルダ選択

ファイル選択

下階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

SET

上階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

BS

最後に表示されていた

ファイル選択画面へ戻る

RESET

DIR

DIR

ファイル確定
RESET

SET

データ入力開始

START

データ入力完了

RESET

ファイル選択画面に戻る

0～9

※パラメータ#31～39でパスを

指定したフォルダより上階層

へは移動できません。

START

一覧から

ファイル名選択

直接入力による

ファイル名指定

元ファイル上書き

確認

YES

NO

※ 
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（２） 手順 

① ファンクションの選択： キーを押してください。 

入力モードになり、ファイル選択モードになります。 

 

② データファイルの選択：  

 

（１）既存ファイルを選択し上書き入力する時： 

カーソルキーにてデータ入力先ファイルを選択してください。 

右スクロールで９文字以上のファイル名を表示でき、 左スクロールで先頭方向に

表示が戻ります。 

キーを押して決定します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００２ 

３ Ｆ： ６           ＤＡＴＡ０００３ 

４ Ｒ： ２１６．３Ｍ    ＤＡＴＡ０００４ 

 

(２) ファイル名を直接入力して新規ファイルを作成する時： 

ファイル名を直接指定する場合には  を押してください。 

ファイル名の直接入力モードになります。 

＊ 直接入力についての詳細は、「４．データ入力についての補足」の項を参照してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００  

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ１２３４   ← 入力したファイル名 

３             New File  

４  

 

 既存ファイルを選択、又は既存ファイル名を入力した場合、データを上書き入力して問

題ないかどうかを再確認する「Overwrite? Yes/No」という確認画面が表示されます。確

認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 

＊ Yes を選択した時点で既存ファイルは削除されます。データの上書きを途中で中断した場合も、既存

ファイルは復元されませんのでお気をつけ下さい。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００  

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６   ← 選択したファイル名 

３   

４ Overwrite?      [Yes]    No  
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Yes/No の選択はカーソルキー 、 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択し、 で決定します。 

 

(３) ＡＬＬ入力をする時： 

   ＮＣ側から全てのファイルをＬＴ３３０へ入力する場合（ＮＣ側がパンチオール時）は、ファイ

ル名の最下段にある[ALL]を選択してください。[ALL]選択時、ＮＣ側に保存されているプロ

グラム名の頭文字「Ｏ」または「Ｌ」を認識し、選択したディレクトリへＯ番号をファイル名とし

て分割保存します。この時ＬＴ３３０で拡張子が設定されている場合（パラメータ＃２１）、拡

張子をつけて保存します。 （※4 桁の O または L 番号のみ対応しています。） 

キーを押して決定します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＳＥＬ    ＤＡＴＡ０００５ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ Ｆ： ６           ＤＡＴＡ０００７ 

４ Ｒ： ２１６．３Ｍ   ＞[ＡＬＬ] 

 

 ディレクトリの変更 

ＬＣＤには現在選択されているディレクトリが表示されます。（最大１０文字） 

ディレクトリを変更するときは、 キーにてディレクトリ選択モードにして、DIR 番号の

テンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 サブディレクトリへの移動 

パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリの下階層にサブディレクトリが存在する場合に

移動することができます。 

 

ファイル選択画面で キーを一回押すと、サブディレクトリ選択画面に移動します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ［ＤＩＲ］    ＞ＦＯＬＤＥＲ１ 

２ ＤＡＴＡ－２    ＦＯＬＤＥＲ２ 

３ Ｄｒｉｖｅ：２   ＦＯＬＤＥＲ３ 

４           ［ＲＯＯＴ］ 

 

 サブディレクトリに移動する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリの中のファイル一覧を表示する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、ディレクトリ番号変更画面に移動しま

す。 
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 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、上階層へ移動します。 

 サブディレクトリ選択画面でサブディレクトリがそれ以上無い場合は「Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ」が表

示されます。 

 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 キーを押してください。ファイル選択の状態に戻ります。 

③ 入力開始： キーによってデータ入力を開始します。 

３行目と４行目に入力の状態を表示します。   

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＲＵＮ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ ← 現在有効なパラメータファイル 

２ ＤＡＴＡ－１            ＤＡＴＡ０００６ 

３ ０００００１２３        ００００２０４８ ← 入力データ量  データサイズ 

４ ＞＞ ← 入力中を示すインジケータ 

 

④ 入力終了： データ入力が終了したときは以下の表示になります。 

キーを押してください。ファイル選択モードに戻ります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＩＮ   ＥＮＤ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２ ＤＡＴＡ－１            ＤＡＴＡ０００６ 

３ ０００００１２３        ００００２０４８ ← 入力データ量  データサイズ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 入力終了を示すインジケータ 

 

 ％セットを使用するときの注意 

パラメータの設定でパラメータ＃１９を「１」（％セット）に設定したとき、データ入力の終了を

DC４ではなく ＲＥＳＥＴキーで行うと、入力終了画面は表示されず、直接ファイル選択状態

になります。 
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３－３．ファイルのコピー 

 

（１） 機能： 指定されたデータファイル、又はディレクトリ内のデータ全てを、指定されたディレクトリ

へコピーします。 

※ モード切替時直後は、コピー元のファイル選択画面から表示されます。 

ディレクトリ番号

選択

フォルダ選択

ファイル選択

ファイル確定

SET

START

データコピー開始

RESET

ファイル選択画面に戻る

0～9

START

一覧から

ファイル名選択

直接入力による

ファイル名指定

ディレクトリ番号

選択

フォルダ選択

ファイル選択

ファイル確定
RESET

SET

0～9

START

一覧から

ファイル名選択

直接入力による

ファイル名指定

元ファイル上書き

確認

YES

NO

データコピー開始

1. コピー元ファイルの選択

2. コピー先ファイルの選択

※ 
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（２） 手順 

① ファンクションの選択： キーを押してください。 

コピーモードになり、コピー元のディレクトリおよびデータファイルの選択モードになります。 

 

② コピー元ファイルの選択： カーソルキーにてコピー元のファイルを選択してください。 

右スクロールで９文字以上のファイル名を表示でき、 左スクロールで先頭方向に

表示が戻ります。 

 

ディレクトリ内全てのファイルをコピーする場合は、ファイル名の最下段にある「ALL」を選択

してください。 

選択後 キーを押してファイルを確定します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ１  ＞ＤＡＴＡ０００５ 

２ ＊ＤＡＴＡ－１     ＤＡＴＡ０００６ 

３             ＤＡＴＡ０００７ 

４             ＡＬＬ 

 

 ファイル名の直接入力 

ファイル名を直接指定する場合には  を押してください。 

ファイル名の直接入力モードになります。 

＊ 直接入力についての詳細は、「４．データ入力についての補足」の項を参照してください。 

 

〔注〕ファイル名直接入力時、入力したファイル名が存在しない場合、 

「Not Found」と表示されます。 キーでファイル選択画面に戻ります。 

 

 ファイル名のフィルタリング 

ファイル名先頭からの文字列を指定して、表示されるファイル名を制限することができます。

＊ファイル名のフィルタリング機能の詳細は、「３－５．ファイル名の表示」の項を参照して下さい。 

 

 ディレクトリの変更 

ＬＣＤには現在選択されているディレクトリが表示されます。（最大１０文字） 

ディレクトリを変更するときは、 キーにてディレクトリ選択モードにして、DIR 番号の

テンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 

 サブディレクトリへの移動 

パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリの下階層にサブディレクトリが存在する場合に

移動することができます。 
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ファイル選択画面で キーを一回押すと、サブディレクトリ選択画面に移動します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ［ＤＩＲ］    ＞ＦＯＬＤＥＲ１ 

２ ＤＡＴＡ－２    ＦＯＬＤＥＲ２ 

３ Ｄｒｉｖｅ：２   ＦＯＬＤＥＲ３ 

４           ［ＲＯＯＴ］ 

 

 サブディレクトリに移動する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリの中のファイル一覧を表示する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、ディレクトリ番号変更画面に移動しま

す。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、上階層へ移動します。 

 サブディレクトリ選択画面でサブディレクトリがそれ以上無い場合は「Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ」が表

示されます。 

 

③ コピー先ファイルの選択： カーソールキーにてコピー先のファイルを選択してください。 

※選択したファイルに上書きします。 

新規ファイルとしてコピーを保存する場合は、「ファイル名の直接入力」で新規のファイル

名を指定してください。この時既存のファイル名を入力すると、そのファイルに上書きしま

すので注意してください。 

 

ＡＬＬコピーの場合はそのまま開始をします。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＳＥＬ２  ＞ＤＡＴＡ０００５ 

２  ＤＡＴＡ－１     ＤＡＴＡ０００６ 

３ ＊ＤＡＴＡ－１     ＤＡＴＡ０００７ 

４             ＤＡＴＡ０００８ 

 

④ コピー開始： キーによってコピーを開始します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＲＵＮ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２  ＤＡＴＡ－１     ＤＡＴＡ０００６ ← コピー元 DIR とコピー元ファイル名 

３  ＤＡＴＡ－２     ＤＡＴＡ－ＷＫ ← コピー先 DIR とコピー先ファイル名 

４  
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〔注〕同じディレクトリ内に同じ名前のファイルをコピーすることは出来ません。この場合、 

#17:Copy Disable[27]：コピー不可 のアラームが発生します。 

キーでファイル選択場面に戻ります。 

 

⑤ コピー終了： コピーが終了したときは以下の表示になります。 

キーを押してください。 「OUT モード」になります。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＣＯＰＹ ＥＮＤ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２  ＤＡＴＡ－１     ＤＡＴＡ０００６ ← コピー元 DIR とコピー元ファイル名 

３  ＤＡＴＡ－２     ＤＡＴＡ－ＷＫ ← コピー先 DIR とコピー先ファイル名 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← コピー終了表示 
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３－４．ファイルの消去 

 

（１） 機能： 指定されたデータファイル、又はディレクトリ内のデータ全てを削除します。 

※ モード切替時直後は、ファイル選択画面から表示されます。 

 

ディレクトリ番号

選択

フォルダ選択

ファイル選択

下階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

SET

上階層へ移動し

フォルダ選択画面へ

BS

最後に表示されていた

ファイル選択画面へ戻る

RESET

DIR

DIR

ファイル確定
RESET

SET

データ消去開始

START

データ消去完了

RESET

ファイル選択画面に戻る

0～9

※パラメータ#31～39でパスを

指定したフォルダより上階層

へは移動できません。

START

一覧から

ファイル名選択

直接入力による

ファイル名指定

消去実行確認

YES

NO

※ 
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（２） 手順 

① ファンクション選択： キーを押してください。 

ファイル消去モードになります。 

 

② 消去するファイルの選択： カーソルキーにてファイル名を選択してください。 

右スクロールで９文字以上のファイル名を表示でき、 左スクロールで先頭方向に

表示が戻ります。 

ディレクトリ内全てのファイルを消去する場合は、ファイル名の最下段にある「ALL」を選択

してください。 

選択後 キーを押してファイルを確定します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００５ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３             ＤＡＴＡ０００７ 

４             ＡＬＬ 

 

 ファイル名の直接入力 

ファイル名を直接指定する場合には  を押してください。 

ファイル名の直接入力モードになります。 

＊直接入力についての詳細は、「４．データ入力についての補足」の項を参照してください。 

 

〔注〕ファイル名直接入力時、入力したファイル名が存在しない場合、 

「Not Found」と表示されます。 キーでファイル選択画面に戻ります。 

 

 ファイル名のフィルタリング 

ファイル名先頭からの文字列を指定して、表示されるファイル名を制限することができます。

＊ファイル名のフィルタリング機能の詳細は、「３－５．ファイル名の表示」の項を参照して下さい。 

 
 ディレクトリの変更 

ＬＣＤには現在選択されているディレクトリが表示されます。（最大１０文字） 

ディレクトリを変更するときは、 キーにてディレクトリ選択モードにして、DIR 番号の

テンキーを押してディレクトリを選択してください。 

 

 DIR 番号 

０ USB メモリ 

１～９ データ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号 

 

 サブディレクトリへの移動 

パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリの下階層にサブディレクトリが存在する場合に

移動することができます。 
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ファイル選択画面で キーを一回押すと、サブディレクトリ選択画面に移動します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ［ＤＩＲ］    ＞ＦＯＬＤＥＲ１ 

２ ＤＡＴＡ－２    ＦＯＬＤＥＲ２ 

３ Ｄｒｉｖｅ：２   ＦＯＬＤＥＲ３ 

４           ［ＲＯＯＴ］ 

 

 サブディレクトリに移動する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリの中のファイル一覧を表示する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、ディレクトリ番号変更画面に移動しま

す。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、上階層へ移動します。 

 サブディレクトリ選択画面でサブディレクトリがそれ以上無い場合は「Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ」が表

示されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－２      ＤＡＴＡ０００２ 

３             ＤＡＴＡ０００３ 

４             ＤＡＴＡ０００４ 

③ ファイルの確定： 消去するファイルを確定します。 キーを押してください。 

３行目にファイルの日付とサイズが表示されます。 

４行目に選択されたファイルの先頭２行の内容が表示されます。 

表示されているブロックデータの内容は、カーソールキーを上下する事によって確認できま

す。表示可能な行数は、１０Ｋバイト（１万文字）までです。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ ００／０１／０１    ００００２０４８ 

４ Ｇ０１Ｆ２００ 

〔注〕ファイルの変更を行う場合は、 キーを押してください。 

ファイル選択の状態に戻ります。 

 

④ 消去の確認と実行： キーによって実行します。消去前に確認メッセージが出ます。 

確認後、実行してよければ Yes、戻る場合は No を選択します。 
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Yes/No の選択はカーソルキー 、 

またはテンキー, Yes:  / No: で選択し、 で決定します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＥＮＤ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ ００／０１／０１    ００００２０４８ 

４  Sure?    [Yes]    No 

 
        Ｙｅｓを選択して消去の実行が終了すると、以下の表示になります。 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＥＬ  ＥＮＤ  Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ ００／０１／０１    ００００２０４８ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ ← 消去終了表示 

 

⑤ 終了： キーを押してください。 「ＯＵＴモード」に戻ります。 
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３－５．ファイル名の表示 

 

（１） ファイル名の並び替え 

 指定されたディレクトリ内でＮＣデータファイルの表示する順番を並び替えます。 

数字、アルファベットの順に、「降順・昇順・元に戻す」ことが出来ます。 

① （出力モード）または （入力モード）でファイル選択画面を表示します。 

② ファイルの並び替え： テンキーを使って並び順を選択します。 

 ： 昇順 （数字０－９ → アルファベットＡ－Ｚ） 

 

 ： 降順 （アルファベットＺ－Ａ → 数字９－０） 

 

 ： 元に戻す （元のファイル順に戻します） 

 

     ＊ファイル表示は、環状にスクロールされます。 

（テンキーでファイルの最下段まで降りていくと、先頭のファイルに戻るようになっています。） 

 

（２） ファイル名のフィルタリング 

ファイル名先頭からの文字列を指定して、表示されるファイル名を制限することができます。 

 

① ファイル選択画面で を押します。 

 

② 検索文字列の入力画面に任意の文字列を入力し、 を押します。 

ファイル一覧画面に戻り、入力した文字列で始まるファイル名のみのリスト表示に変更され

ます。 

入力した内容をキャンセルする場合は入力画面で を押します。 

＊フィルタリングをキャンセルする場合は、手順②にて で文字列を全て削除し、

を押します。 

 

（３） ９文字以上のファイル名の表示 

① 表示したいファイル名にカーソルを合わせ、 右スクロールで９文字目以降のファイル

名を表示でき、 左スクロールで先頭方向に表示が戻ります。 
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３－６．パラメータ値の変更（各項目の詳細は後述のパラメータの項目を参照してください） 

 

（１） 機能： パラメータデータの編集作業を行います。 

 

 
 

 ファイル選択画面 

 

 

 PRM ファイルの選択 

 

 ファイル選択 

 

 
 

データ編集モード 

 

 

 
 

 

 データ変更モード 

 

データ入力 

 

 データ確定 

 

 

パラメータファイル更新 

 

 

＜終了＞ 

 

 

キー待ち 

 

 

 

 

OUT モード（ファイル選択画面） 

RESET 
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（２） 手順 

① ファンクションの選択： キーを押してください。 

パラメータ設定モードになり、パラメータファイルの選択画面になります。 

カーソールキーにてパラメータファイルを選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ   ＞ｄｅｆａｕｌｔ 

２             ＰＡＲＡＭ００１ 

３             ＰＡＲＡＭ００２ 

４ Ｖer ４．０．０     ＰＡＲＡＭ００３ 

 

※この時再下段の[ＮＷ]を選択すると、現在設定されているネットワーク状況を確認できます。 

＞詳細は（４）現在のネットワーク状況を確認するを参照してください。 

 

② ファイルの確定： キーを押してください。PRM ファイルが確定されます。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２ ＞ ０ ＝ ｄｅｆａｕｌｔ ← 現在のカーソル位置 

３   １ ＝ １ 

４   ２ ＝ ４８００ 

 

③ パラメータ番号の選択： カーソールキーにて編集するパラメータ番号を選択してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２   ０ ＝ ｄｅｆａｕｌｔ 

３   １ ＝ １ 

４ ＞ ２ ＝ ４８００ 

 

④ パラメータの編集： 編集するパラメータにカーソルをあわせ、  キーを押してください。 

パラメータデータの入力モードになります。 

 

 データ入力モード 

データ入力モードには、以下の２つのモードがあります。 

モード１ ：その場で入力 

モード２ ：入力画面による入力 

 

モード２は、パラメータ番号 ＃４１～＃４９ ディレクトリパス名の入力で使用され、そ

れ以外の場合はモード１となります。 
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（１） モード１ 

モード１では、選択したパラメータの行へ直接データを入力します。 

現在の設定値が消え、その場にデータの入力を促す点滅カーソルが表示されます。 

パラメータを入力して  キーで確定します。 

パラメータはテンキーを使用して入力します。 

アルファベットを入力する場合は、「４－１．アルファベットの入力」を参照してください。 

 

＜画面表示＞ 

１        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２   ０ ＝ ｄｅｆａｕｌｔ 

３   １ ＝ １ 

４ ＞ ２ ＝   

 

 入力エラー 

各パラメータに入力できる文字の種類（数値，英数文字），範囲，文字数などに制

限があります。入力されたデータが制限にマッチしない場合には、アラーム表示 

「# 3：Incorrect」となります。 

 

 パラメータごとの制限についての詳細は、「７．パラメータ」の項を参照してください。 

 

＜画面表示＞ 

１        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＡＬＲＭ Ｐ＊ｄｅｆａｕｌｔ 

２   ０ ＝ ｄｅｆａｕｌｔ 

３ ＞ １ ＝ ３ 

４ ＃ ３：Ｉｎｃｏｒｒｅｃｔ ［１］ ← アラーム表示 

 

 入力エラー（アラーム表示）からの復帰 

 キーを押すとデータ編集モードへ戻ります。 

データ編集モードへ戻ると、新たに入力された不正な値とエラーマーク「？」が表示され

ます。エラーマークの付いたパラメータがあるとセーブすることができません（アラーム

表示となります）ので、エラーマークのついたパラメータは正しい値を入力し直してくださ

い。 

 

＜画面表示＞ 

１        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ＊ｄｅｆａｕｌｔ 

２   ０ ＝ ｄｅｆａｕｌｔ 

３ ＞ １ ＝？３ ← エラーマークと不正な値が表示されている 

４   ２ ＝ ４８００ 

 

（２） モード２ 

モード２では、入力画面に切り替わり、データの入力を促す点滅カーソルが表示さ

れます。パラメータを入力して  キーで確定します。 

 



  

－26－ 

パラメータはテンキーを使用して入力します。 

アルファベットを入力する場合は、「４－１．アルファベットの入力」を参照してください。 

 

＜画面表示＞ 

１        10         20 桁 

１ Ｉｎｐｕｔ ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

２   

３ 

４ 

 

 入力エラーについてはモード１と同じ扱いとなります。 

 

 データ入力の中止 

 キーによってデータ入力モードがキャンセルされます。 

 

⑤ データのセーブ：  キーによって現在のパラメータ値をファイルにセーブします。 

パラメータを変更した時には必ず行ってください。 

パラメータに変更があった場合、１行目のパラメータ名の前に変更マーク「＊」が付きます。 

 

（変更前） ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００ 

↓ 

（変更後） ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ＊ＰＡＲＡＭ０００ 

 
ファイルへのセーブが完了すると終了画面が表示されます。 

 キーを押すと、 「OUT モード」に戻ります。 

 
＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＥＮＤ  Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２ 

３ 

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

⑥ パラメータ設定の終了：  キーを押してください。 「OUT モード」に戻ります。 

 

（３） パラメータの変更時の注意 

パラメータファイルは複数使用することができ、それぞれにパラメータデータの変更が可能です。

パラメータの変更後は、必ず  キーを押して変更を確定してください。変更を確定せずに

 キーを押すと、変更内容がパラメータファイルへ反映されません。 

最後に変更／確定されたパラメータファイルの内容が、次回の電源再投入時立ち上がりのパラ

メータ値となります。 
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（４） 現在のネットワーク状況を確認する 

①パラメータファイル選択画面で、最下段の[ＮＷ]を選択し、 キーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ    ｄｅｆａｕｌｔ 

２             ＰＡＲＡＭ００１ 

３             ＰＡＲＡＭ００２ 

４            ＞[ＮＷ]        ← 最下段 

 

②現在のネットワーク状況が表示されます。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＮＷ： ＤＨＣＰ 

２ ＩＰ： １９２．１６８．０．１００             

３ ＮＭ： ２５５．２５５．２５５．０ 

４ ＧＷ： １９２．１６８．０．１ 

 

  ③  キーを押してください。 パラメータファイル選択画面に戻ります。
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３－７．オペレーションモードの切替 

    

（１） 機能： ＬＴ３３０立ち上がり時のオペレーションモードはパラメータの設定によって決まります

が、立ち上がり後手動でモードを切り替える事が出来ます。 

         （Normal モード⇔Remote コマンドモード） 

 

（２） 手順 

    ＞ Normal モード → Remote コマンドモード へ切替 

① キーを押して「初期画面（出力モード画面）」を表示します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞ＤＡＴＡ０００５ 

２ ＤＡＴＡ－１      ＤＡＴＡ０００６ 

３ Ｆ： ６           ＤＡＴＡ０００７ 

４ Ｒ： ２１６．３Ｍ    ＤＡＴＡ０００８ 

 

② キーを押して切替画面を表示し、直接 キーを押すか、 

キーでカーソルを左右に動かし[ＳＴＡＲＴ]を選択します。 

 

＜画面表示＞  

  １        10         20 桁 

１  Remote Command? 
２  

３  

４              [START]    RESET 

 

    

＞ Remote コマンドモード → Nomal モード へ切替 

① Remote コマンドモード時に  キーを押してください。 

Normal モードの出力モード画面に戻ります。 
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４．データ入力についての補足 

 

４－１．アルファベットの入力 

 

ファイル名の直接入力時またはパラメータデータ入力時は、アルファベット（大文字・小文字）の使

用が可能です。アルファベットはテンキーから入力できます。 

先ず、入力したいアルファベットと同じキー位置のテンキーを押してください。その後に、 キー

を押して入力した文字を必要な文字に変更・確定してください。 

数字→大文字→小文字の順に表示されます。 

間違えて入力した場合は キーで戻ることが可能です。 

 

（入力例） アルファベット大文字「Ｎ」の入力の場合 

① テンキーから  を IN します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２ ＞０ ＝ ５ 

３  １ ＝ １ 

４  ２ ＝ ４８００ 

② テンキーから  キーを２回入力します。 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２ ＞０ ＝ Ｎ 

３  １ ＝ １ 

４  ２ ＝ ４８００ 

 以外のテンキーを入力すると文字が確定し、次の文字の入力となります。 

 

 キーによるデータ表示 

キーを押すたびに、 

[数字] ⇒[大文字１] ⇒[小文字１] ⇒[大文字２] ⇒[小文字２] ⇒[大文字３] ⇒[小文字３]

と繰り返して表示します。 

 

（例） ５ ⇒ Ｍ ⇒ ｍ ⇒ Ｎ ⇒ ｎ ⇒ Ｏ ⇒ o ⇒ ５    

 

各データを繰り返して表示します。 
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４－２．入力文字数の制限 

 

ファイル名の直接入力またはパラメータデータ入力では、入力できる文字数に制限があります。 

ファイル名の直接入力では 59 文字以内、パラメータはパラメータ番号ごとに決まっています。 

 パラメータごとの制限についての詳細は、「７．パラメータ」の項を参照してください。 

 

入力文字数の制限を超えて入力していくと、文字列の先頭から古い文字が消去されていきます。 

 

（例） パラメータ名（８文字以内） 

０ ＝ ＰＡＲＡＭ０００  ← ここで「１」を入力する 

↓ 

０ ＝ ＡＲＡＭ０００１  ← 先頭の「Ｐ」が消去され、末尾に「１」が追加される 

 

４－３．ディレクトリの選択 

ファイル選択モードの時に、 キーによって操作対象とするディレクトリ（カレントディレクトリ）

を変更することできます。 

キーを押すと、ディレクトリ選択モードとなり、この時にテンキー「０～９」を押すことによっ

て、カレントディレクトリが DIR 番号のディレクトリへ変更されます。 

 

DIR 番号「０」 は USB メモリです。 

DIR 番号「１～９」 はデータ用ディレクトリ [DIR1] ～ [DIR9] の DIR 番号です。 

 

DIR 番号と実際のディレクトリのパス名との関連付けは、パラメータ番号 ＃４１～＃４９ に

て行います。 

 

#41 ディレクトリパス名 [DIR1]  DAT:DATA1 ← DIR 番号[１] のパス名 

#42 ディレクトリパス名 [DIR2] DAT:DATA2 ← DIR 番号[２] のパス名 

#43 ディレクトリパス名 [DIR3] DAT:DATA3 ← DIR 番号[３] のパス名 

#44 ディレクトリパス名 [DIR4] DAT:DATA4 ← DIR 番号[４] のパス名 

#45 ディレクトリパス名 [DIR5] DAT:DATA5 ← DIR 番号[５] のパス名 

#46 ディレクトリパス名 [DIR6] DAT:DATA6 ← DIR 番号[６] のパス名 

#47 ディレクトリパス名 [DIR7] DAT:DATA7 ← DIR 番号[７] のパス名 

#48 ディレクトリパス名 [DIR8] DAT:DATA8 ← DIR 番号[８] のパス名 

#49 ディレクトリパス名 [DIR9] DAT:DATA9 ← DIR 番号[９] のパス名 

 

 パラメータの設定についての詳細は「７．パラメータ」の項を参照してください。 

 

パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリの下階層にサブディレクトリが存在する場合に移

動することができます。 

 

 ファイル選択画面で キーを一回押すと、サブディレクトリ選択画面に移動します。 

 サブディレクトリに移動する場合は キーを押します。 

 サブディレクトリの中のファイル一覧を表示する場合は キーを押します。 
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 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、ディレクトリ変更画面に移動します。 

 サブディレクトリ選択画面で キーを押すと、上階層へ移動します。 

※パラメータ No.41～49 で指定したディレクトリより上階層へは移動できません。 

 

 サブディレクトリ選択画面でサブディレクトリがそれ以上無い場合は「Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ」が表

示されます。 

 

 ディレクトリにＮＣデータファイルがない場合 

 

DIR 番号で指定されたディレクトリの中に、パラメータ番号 ＃２１ で指定された拡張子を

持つファイルが存在しない場合、ＬＣＤへは「Not Found」と表示されます。 

 

（画面表示例） 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ 

２ ＤＡＴＡ－１     Ｎｏｔ Ｆｏｕｎｄ 

３  

４  

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

データ拡張子は大文字・小文字を区別します。 

したがって、パラメータ番号 ＃２１ に「ＤＡＴ」（大文字）と設定されている場合、

ディレクトリ内に「ＤＡＴＡ０００１．ｄａｔ」というファイルが存在したとしても表示されま

せん。 

また、この場合「ＤＡＴＡ０００１．ｄａｔ」しかディレクトリに存在しない時には

「Not Found」となります。 

 

 

 説明において、「ディレクトリ」とは Windows でいうところの「フォルダ」と同義です 



  

－32－ 

５．通信プロトコル 

通信プロトコルとはＮＣ制御機器やＣＡＤ／ＣＡＭシステムとＲＳ２３２Ｃインターフェイスを通じデータ

の送受信を行うための手順です。 

 

５－１．出力（データ OUT） ： ＬＴ３３０ → ＮＣ 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＣＴＳ信号が “Ｈ” になるのを待ちます。 

④ ＤＣ１コードを受け取ったらデータの送出を行います。 

（パラメータにて「ＤＣ１」を待たずに送信開始できます） 

⑤ ＤＣ３を受け取ったらデータの送出を停止します。 

⑥ ＤＣ１コードを受け取ったらデータの送出を再開します。 

⑦ 送出するデータが終了した場合処理を終了します。ＲＴＳ信号を“Ｌｏ”にして処理を終了

します。 

（パラメータにて、ＤＣ３コードを受信後、続いてＣＴＳ信号が“Ｌｏ”になった場合に終了する

こともできます。） 
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５－２． 入力（データ IN） ： ＮＣ → ＬＴ３３０ 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＣＴＳ信号が “Ｈ” になるとＤＣ１コードを送出します。 

 ④ ＤＣ２コードを待ちます。 

（パラメータにて「ＤＣ２」を待たないようにもできます） 

⑤ 途中バッファに余裕がない場合は、ＤＣ３を送出します。 

⑥ バッファに余裕ができると再度ＤＣ１コードを送出します。 

⑦ ＤＣ４を受信すると処理を終了します。 

⑧ 処理を終了するとＤＣ３を送出し、続いてＲＴＳ信号を “Ｌ” にします。 
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５―３．入力（データ IN） ％のセットの場合 ： ＮＣ → LT330 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＤＣ２コードを待ちます。 

（パラメータにて「ＤＣ２」を待たないようにもできます） 

④ １回目の‘％’コードを待ちます。 

⑤ 途中バッファに余裕がない場合は、ＤＣ３を送出します。 

⑥ バッファに余裕ができると再度ＤＣ１コードを送出します。 

⑦ ２回目の‘％’コードを受信するとファイル用データの取得を終了します。 

（受信処理は続けます） 

⑧ ＤＣ４を受信または RESET キーの入力によって処理を終了します。 

⑨ 処理を終了するとＤＣ３を送出し、続いてＲＴＳ信号を “Ｌ” にします。 
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６．特殊機能 

 

６－１． サブプログラム 

データ内に次の書式でサブプログラム名ある場合は、指定されたサブプログラムを送出します。 

サブプログラムのネスト（階層呼び出し）も可能です。 

サブプログラムは実行中のプログラムと同一のディレクトリにある必要があります。 

 

＜書式＞ 

＜サブプログラム呼び出しキーワード＞＜サブプログラムのファイル名＞ 

 

サブプログラム呼び出しキーワード：サブプログラム識別キーワード（最大１３文字） 

              パラメータ番号 ＃２２ で設定 

              工場出荷時は「M98P/O」 

 

サブプログラムのファイル名： 同一ディレクトリ内のファイル名となります 

 

＊ 呼び出すサブプログラムのファイル名に拡張子が表示されている場合、拡張子も含めて

記述する必要があります 

  

（例） サブプログラムのファイル名：O3001.DAT 

呼び出しキーワード：M98P/プレフィックス「O」 

メインプログラム内の記述 → M98P3001.DAT 

 

＊ 「Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード」選択時、「/サブプロ回数指定文字」を続けて入力し

ますと、呼び出し回数の指定が可能になります。 

 

（例） サブプログラムのファイル名：O3001  サブプロ呼び出しアドレス：L 

呼び出し回数：5 回 

呼び出しキーワード：M98P/O/L 

メインプログラム内の記述 → M98P3001L5 

 

 キーワードは必ずブロックの先頭に記述してください。 

 キーワードの前に「／」や文字列の記述が有る場合、呼び出しは実行されません。 

 呼び出されたサブプログラムの中の「Ｍ０２，Ｍ３０，％」コードは無視されます。 

（「Ｍ０２，Ｍ３０，％」のデータを含むブロックは送出されません） 

 

  ６－２． オートリワインド 

オートリワインド機能がＯＮの場合、データ出力実行後の終了処理をせず、ＮＣデータファイルの

リワインドを行い、ＮＣデータを再度出力可能な状態にします。 

 

 データ出力終了後、次の「ＤＣ１」コードの入力待ち状態となります。 

 ＮＣからの「ＤＣ１」コードを受信後、データの先頭から出力を開始します。 
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  ６－３． スケジュール運転機能 

データを複数選択し、指定した順番に自動的に出力することができます。 

 

（手順） 

① キーを押して OUT モードファイル選択画面を表示します。 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＥＬ   ＞Ｏ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００３ 

４ Ｒ： ２０４．０Ｍ    [ＡＬＬ] 

② この状態でもう一度、  キーを押します。画面左上に「SHEDULE」と表示されます。 

  １        10         20 桁 

１ ＳＣＨＥＤＵＬＥ   ＞Ｏ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１      Ｏ０００２ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００３ 

４ Ｒ： ２０４．０Ｍ     

③ カーソルを動かし、出力する順番に キーを押します。ファイル名の左側に「＊」マーク

が表示されます。 

  １        10         20 桁 

１ ＳＣＨＥＤＵＬＥ  ＊ Ｏ０００１ 

２ ＤＡＴＡ－１    ＊＞Ｏ０００２ 

３ Ｆ： ４           Ｏ０００３ 

４ Ｒ： ２０４．０Ｍ     

④ 送りたいファイルを全て選択したら、 キーを押します。画面が選択ファイル送信順確

認画面に移ります。 を押すと③で選択した順番にファイル名が表示されます。 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ ＳＴＯＰ Ｐ：ｄｅｆａｕｌｔ 

２ ＤＡＴＡ－１     ＳＣＨＥＤＵＬＥ 

３  

４ [１] Ｏ０００１  

⑤ 選択ファイルと送信順が間違いなければ、 キーを押します。 

 

⑥ 以後は通常のデータ送信手順と同じです。 

 

＊ 最初のファイルの末尾「％／Ｍ０２／Ｍ３０」、途中のファイルの先頭と末尾「％／Ｍ０２／

Ｍ３０」、最後のファイルの先頭「％」は無視されます。 

＊ 「出力開始時ＤＣ１を待つ」の場合でも、２個目以降のファイルはＤＣ１を待たずに自動的

に出力開始されます。 

＊ ファイルの選択は同一フォルダ内に限ります。 
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７．パラメータ 

７－１．パラメータファイル 

パラメータは「＊＊＊＊＊．ＰＲＭ」に格納されています。 

（＊＊＊＊＊．ＰＲＭは複数作成できます） 

 

また、パラメータファイルの拡張子は、大文字で「．ＰＲＭ」でなければなりません。 

 

７－２．パラメータの内容 

 

（０） 表示用パラメータ名： パラメータ・セットのニックネーム 

ＬＴ３３０の表示用に使用 

（１） ＣＯＭポート： ＮＣとの通信用インターフェイスの選択 

ＣＯＭ１又はＣＯＭ２ 

（２） ボーレート： １２００－３８４００ＢＰＳの設定 

（３） ストップビット： １ビット又は２ビットの選択 

（４） キャラクタ長： ７ビット又は８ビットの選択 

（５） パリティ： ＮＯＮＥ／ＥＶＥＮ／ＯＤＤの選択 

（６） 文字コード： ＩＳＯ，ＥＩＡ，ＡＳＣＩＩの選択 

（プロトコル B モードでの入力時、ＩＳＯ／ＥＩＡ受信時は自動判別） 

（７） ＤＣ１キャラクターコード： ＤＣ１コード （通常 ＨＥＸ１１） 

（８） ＤＣ２キャラクターコード： ＤＣ２コード （通常 ＨＥＸ１２） 

（９） ＤＣ３キャラクターコード： ＤＣ３コード （通常 ＨＥＸ９３） 

（１０） ＤＣ４キャラクターコード： ＤＣ４コード （通常 ＨＥＸ１４） 

（１１） ＮＵＬＬの挿入： データ出力時先頭にＮＵＬＬを挿入 

（１２） 出力時ＤＣ１待ち： データ出力時ＮＣからのＤＣ１を待って出力開始 

（１３） ＡＣＫキャラクターコード： データ出力時ＤＣ１以外のコードを使用する場合に設定 

（１４） 送信開始インターバル： データ出力時各ブロック（行）毎の待機時間（単位ミリ秒） 

（１５） 入力時ＤＣ２待ち： データ入力時ＤＣ２コード以降（ＤＣ２は含まない）のデータ 

を有効としてファイルを作成する 

（１６） オートリワインド： データ出力時の繰り返し動作の設定 

（１７） 出力時ＣＴＳによる制御： データ出力時のフロー制御設定（ＤＣ１／ＤＣ３又はＣＴＳ） 

（１８） 入力時ＲＴＳによる制御： データ入力時のフロー制御設定（ＤＣ１／ＤＣ３又はＲＴＳ） 

（１９） 入力ファイルマーク： データ入力時 作成ファイルのデータ区切りの設定 

（ＤＣ２／４ または ％） 

（２０） プレフィックス「Ｏ」の付加： リモートコマンドでファイル呼出時の「O」付加設定 

（２１） データ拡張子： データファイルの拡張子の設定 

（２２） サブプログラム呼出キーワード： メインプログラムから呼び出すファイルのキーワード 

（Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード、*-、フリーワードから選択） 

（２３） ＤＳＲの無視： データ入出力時相手方のＤＳＲを無視する 

（２４） 出力終了時ＤＣ３待ち：     データ出力終了時ＮＣからのＤＣ３を待って終了 

（２５） ％出力パターン：          データ出力時データファイル内にある％の出力形式の処理 

（２６） リモートコマンド開始/終了マーク：「開始」/「終了」キャラクターコードを設定 

（２７） ファイル名かオーダー順：     リモートコマンドでのファイル呼出名設定 

（２８） サブディレクトリ機能：     サブディレクトリ選択機能の有効/無効を設定 

（２９） 立上がり時のオペレーションモード： システム立ち上がり時のオペレーションモード 

（３０） 立上がり時のドライブ：         システム立ち上がり時のドライブの設定 
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（３１） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ1]： DIR キーで呼び出すドライブ１のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４１に設定） 

（３２） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ2]： DIR キーで呼び出すドライブ２のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４２に設定） 

（３３） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ3]： DIR キーで呼び出すドライブ３のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４３に設定） 

（３４） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ4]： DIR キーで呼び出すドライブ４のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４４に設定） 

（３５） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ5]： DIR キーで呼び出すドライブ５のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４５に設定） 

（３６） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ6]： DIR キーで呼び出すドライブ６のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４６に設定） 

（３７） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ7]： DIR キーで呼び出すドライブ７のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４７に設定） 

（３８） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ8]： DIR キーで呼び出すドライブ８のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４８に設定） 

（３９） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ9]： DIR キーで呼び出すドライブ９のニックネーム 

（実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４９に設定） 

 

（４０） プレフィックス「Ｏ」の無視：    リモートコマンドでファイル呼出時の「O」無視設定 

（４１） ディレクトリパス名[ＤＩＲ1]： DIR キーで呼び出すドライブ１の実際のパス名 

（４２） ディレクトリパス名[ＤＩＲ2]： DIR キーで呼び出すドライブ２の実際のパス名 

（４３） ディレクトリパス名[ＤＩＲ3]： DIR キーで呼び出すドライブ３の実際のパス名 

（４４） ディレクトリパス名[ＤＩＲ4]： DIR キーで呼び出すドライブ４の実際のパス名 

（４５） ディレクトリパス名[ＤＩＲ5]： DIR キーで呼び出すドライブ５の実際のパス名 

（４６） ディレクトリパス名[ＤＩＲ6]： DIR キーで呼び出すドライブ６の実際のパス名 

（４７） ディレクトリパス名[ＤＩＲ7]： DIR キーで呼び出すドライブ７の実際のパス名 

（４８） ディレクトリパス名[ＤＩＲ8]： DIR キーで呼び出すドライブ８の実際のパス名 

（４９） ディレクトリパス名[ＤＩＲ9]： DIR キーで呼び出すドライブ９の実際のパス名 

（５０） 入力時区切りコードの変換：   データ入力時の区切りコード設定 
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（５１） 通信プロトコル： プロトコルＢ/マザトロール対話の選択 

（５２） [MZ]コマンド応答モード： 

（５３） [MZ]パリティ： 

（５４） [MZ]コマンド応答ディレイ： 

（５５） [MZ]コマンド応答タイムアウト： 

※パラメータ No.51 が「B」の時、No.52、53、54、55 は無視されます。初期設定値で正し

く動作しない場合は弊社にお問い合わせ下さい。 

（５６） ネットワーク設定の表示： ＃５７－＃６１の表示／非表示 

（５７） ＩＰアドレスの設定方法： ＩＰアドレスを自動（ＤＨＣＰ）/手動で取得 

（５８） ＩＰアドレス： 自局のＩＰアドレス 

（５９） ネットマスク： ネットワークのマスク 

（６０） ゲートウェイ： ゲートウェイサーバのＩＰアドレス 

（６１） ネームサーバ： ネームサーバのＩＰアドレス 

 

７－３． パラメータの詳細 

 

（０）   表示用パラメータ名 

パラメータファイルのニックネーム 

ＬＴ３３０での表示用に使用します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ８文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ｄｅｆａｕｌｔ 

 

（１） ＣＯＭポート 

ＮＣとの通信用インターフェイスの選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ １，２ 

１ ＝ ＣＯＭ１ 

２ ＝ ＣＯＭ２ 

＜初期値＞ １ 

 

（２） ボーレート 

ＮＣとの通信用ボーレートの設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ １２００，１８００，２４００，４８００，９６００，１９２００，３８４００ 

＜初期値＞ ４８００ 

 

（３） ストップビット 

 ストップビット（１ビット又は２ビット）の選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ １，２ 

 １ ＝ １ビット 

 ２ ＝ ２ビット 

＜初期値＞ ２ 
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（４） キャラクタ長 

キャラクタ長（７ビット又は８ビット）の選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ７，８ 

 ７ ＝ ７ビット 

 ８ ＝ ８ビット 

＜初期値＞ ８ 

 

（５） パリティ 

パリティ（ＮＯＮＥ／ＥＶＥＮ／ＯＤＤ）の選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１，２ 

 ０ ＝ なし（ＮＯＮＥ） 

 １ ＝ 奇数（ＯＤＤ） 

 ２ ＝ 偶数（ＥＶＥＮ） 

＜初期値＞ ０ 

 

（６） 文字コード 

ＩＳＯ，ＥＩＡ，ＡＳＣＩＩの選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ １，２，３ 

 １ ＝ ＩＳＯ 

 ２ ＝ ＥＩＡ 

 ３ ＝ ＡＳＣＩＩ 

＜初期値＞ １ 

 

（７） ＤＣ１キャラクターコード 

ＤＣ１コード 

１６進数で設定します （通常 １１Ｈ） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １１ 

 

（８） ＤＣ２キャラクターコード 

ＤＣ２コード 

１６進数で設定します （通常 １２Ｈ） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １２ 
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（９） ＤＣ３キャラクターコード 

ＤＣ３コード 

１６進数で設定します （通常 ９３Ｈ） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ ９３ 

 

（１０） ＤＣ４キャラクターコード 

ＤＣ４コード 

１６進数で設定します （通常 １４Ｈ） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １４ 

 

（１１） ＮＵＬＬの挿入 

データ出力時先頭にＮＵＬＬを挿入するようにする設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１，２ 

 ０ ＝ ＮＵＬＬ を挿入しない 

 １ ＝ ＮＵＬＬ を挿入する 

 ２ ＝ ＮＵＬＬ をデータの先頭と末尾に１０文字ずつ挿入する 

＜初期値＞ ０ 

 

（１２） 出力時ＤＣ１待ち 

データ出力時、ＮＣからのＤＣ１を待って出力を開始するようにする設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ１を待つ 

 １ ＝ ＤＣ１を待たない 

＜初期値＞ ０ 

 

（１３） ＡＣＫキャラクターコード 

データ出力時、出力開始の信号としてＤＣ１以外のコードを使用する場合に設定 

１６進数で設定します 

「０」以外の値が設定されている場合に有効となります 

（「０」ならばＤＣ１を使用します） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ ０ 
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（１４） 送信開始インターバル 

データ出力時各ブロック（行）毎の待機時間（単位ミリ秒） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，２～ 

＜初期値＞ ０ 

 

（１５） 入力時ＤＣ２待ち 

データ入力時、入力開始信号としてＤＣ２を待つ 

ＤＣ２コード以降（ＤＣ２は含まない）のデータを有効としてファイルを作成する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ２を待つ 

 １ ＝ ＤＣ２を待たない 

＜初期値＞ ０ 

 

（１６） オートリワインド 

データ出力時の繰り返し動作の設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

  ０ ＝ オートリワインドしない 

  １ ＝ オートリワインドする 

＜初期値＞ ０ 

 

（１７） 出力時ＣＴＳによる制御 

データ出力時のフロー制御設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ１／ＤＣ３による制御 

 １ ＝ ＣＴＳによる制御 

＜初期値＞ ０ 

 

（１８） 入力時ＲＴＳによる制御 

データ入力時のフロー制御設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ１／ＤＣ３による制御 

 １ ＝ ＲＴＳによる制御 

＜初期値＞ ０ 
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（１９） 入力ファイルマーク 

データ入力時、作成ファイルのデータ区切りの設定（ＤＣ２／４ または ％） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ２／ＤＣ４でデータを区切りファイルを作成する 

 １ ＝ 「％」でデータを区切りファイルを作成する 

 ２ ＝ 区切りコードなしでファイルを作成する 

＜初期値＞ ０ 

 

（２０） プレフィックス「Ｏ」の付加 

リモートコマンドでファイル呼出時、プレフィックス「O」を付加するかどうか 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞             ０，１ 

０ ＝ リモートコマンドでファイル名の先頭に‘Ｏ’付加しない 

１ ＝ リモートコマンドでファイル名の先頭に‘Ｏ’付加する 

＜初期値＞           ０ 

 

（２１） データ拡張子 

データファイルの拡張子  

大文字・小文字を区別します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ３文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞  

 

（２２） サブプログラム呼出キーワード 

メインプログラムから呼び出すファイルのキーワード 

Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード（例：O, ：）、＊－、フリーワード から選択 

＜パラメータ・タイプ＞   文字列 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＊－ 

 

※「Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード」選択時、「/サブプロ回数指定文字」を続けて入力しま

すと、呼び出し回数の指定が可能になります。 

パラメータ記述例：「Ｍ９８Ｐ／Ｏ／Ｌ」  

※ＬＴ３３０上での直接入力で、＊は ＋ ６回、－は ＋ ２回押します。 

 

（２３） ＤＳＲの無視 

データ入出力時、相手方のＤＳＲを無視するように設定する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＳＲが “Ｌ” でエラー 

 １ ＝ ＤＳＲを無視 

＜初期値＞ １ 
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（２４） 出力終了時ＤＣ３待ち      

データ出力終了時、ＮＣからのＤＣ３を待って終了する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ３を待つ 

 １ ＝ ＤＣ３を待たない 

＜初期値＞    １ 

 

（２５） ％ 出力パターン 

データ出力時データファイル内にある％の出力形式の処理 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～７ 

 ０ ＝ 何もしない（そのまま） 

 １ ＝ 出力データの先頭に % を付加する 

 ２ ＝ 出力データの終端に % を付加する 

 ３ ＝ 出力データの先頭と終端に % を付加する 

 ４ ＝ 何もしない（そのまま） 

 ５ ＝ 出力データの先頭に %+CRLF を付加する 

 ６ ＝ 出力データの終端に %+CRLF を付加する 

 ７ ＝ 出力データの先頭と終端に %+CRLF を付加する 

＜初期値＞ ０ 

 

（２６） リモートコマンド開始/終了マーク 

リモートコマンド「開始」/「終了」をＩＳＯ又はＡＳＣＩＩキャラクターコードで設定 

＜パラメータ・タイプ＞   文字列 

＜入力可能文字数＞ ５文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ 28/A9 

 

（２７） リモートコマンドで<ＥＳＣ>＆Ｈで、Ｈに続く番号をファイル名にするかオーダー番号にするか 

＜パラメータ・タイプ＞     数値 

＜入力可能文字数＞     １３文字 

＜範囲＞             ０，１ 

０ ＝ ファイル名として検索します 

１ ＝ オーダー順として検索します 

＜初期値＞           ０ 

 

（２８） サブディレクトリ選択機能 

サブディレクトリ選択機能の有効/無効を設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ 無効 

 １ ＝ 有効 

＜初期値＞    ０ 
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（２９） 立上がり時のオペレーションモード 

システム立ち上がり時のオペレーションモードを選択する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ Normal （ノーマルモード） 

 １ ＝ Remote （リモートコマンドモード） 

＜初期値＞         ０ 

 

（３０） 立上がり時のドライブ   

電源投入時の適用ディレクトリを設定する。 

パラメータ No.29 「0」「1」どちらに設定した場合も有効です。 

 ＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～９ 

＜初期値＞    １ 

 

（３１） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ1] 

DIR キーで呼び出すドライブ１のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４１に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－１ 

 

（３２） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ2] 

DIR キーで呼び出すドライブ２のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４２に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－２ 

 

（３３） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ3] 

DIR キーで呼び出すドライブ３のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４３に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－３ 
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（３４） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ4] 

DIR キーで呼び出すドライブ４のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４４に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－４ 

 

（３５） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ5] 

DIR キーで呼び出すドライブ５のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４５に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－５ 

 

（３６） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ6] 

DIR キーで呼び出すドライブ６のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４６に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－６ 

 

（３７） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ7] 

DIR キーで呼び出すドライブ７のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４７に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－７ 

 

（３８） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ8] 

DIR キーで呼び出すドライブ８のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４８に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－８ 
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（３９） ディレクトリ表示名[ＤＩＲ9] 

DIR キーで呼び出すドライブ９のニックネーム 

実際のドライブ／ディレクトリ名は＃４９に設定します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴＡ－９ 

 

（４０） プレフィックス「Ｏ」の無視 

リモートコマンドでファイル呼出時の「O」無視設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

０ ＝ 先頭の‘Ｏ’を無視しない 

１ ＝ 先頭の‘Ｏ’を無視する 

＜初期値＞ ０ 

 

（４１） ディレクトリパス名[ＤＩＲ1] 

DIR キーで呼び出すドライブ１の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ１ 

 

（４２） ディレクトリパス名[ＤＩＲ2] 

DIR キーで呼び出すドライブ２の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ２ 

 

（４３） ディレクトリパス名[ＤＩＲ3] 

DIR キーで呼び出すドライブ３の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ３ 
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（４４） ディレクトリパス名[ＤＩＲ4] 

DIR キーで呼び出すドライブ４の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ４ 

 

（４５） ディレクトリパス名[ＤＩＲ5] 

DIR キーで呼び出すドライブ５の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ５ 

 

（４６） ディレクトリパス名[ＤＩＲ6] 

DIR キーで呼び出すドライブ６の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ６ 

 

（４７） ディレクトリパス名[ＤＩＲ7] 

DIR キーで呼び出すドライブ７の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ７ 

 

（４８） ディレクトリパス名[ＤＩＲ8] 

DIR キーで呼び出すドライブ８の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ８ 

 

 上記説明において、「ディレクトリ」とは Windows でいうところの「フォルダ」と同義です。 
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（４９） ディレクトリパス名[ＤＩＲ9] 

DIR キーで呼び出すドライブ９の実際のパス名 

設定書式は「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ５９文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ ＤＡＴ：ＤＡＴＡ９ 

 

 

（５０） 入力時区切りｔコードの変換 

データ入力時、受信するデータの区切りコードを[CR+LF]に変換して保存する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ 変換しない 

 １ ＝ [CR+LF] に変換する 

＜初期値＞    ０ 

 

（５１） 通信プロトコル 

プロトコルＢ/マザトロール対話の選択 

＃５２、＃５３は、M/T/D のいずれかを選択した場合のみ有効です 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜範囲＞    B, M, T 

B = PB プロトコル（プロトコル B） 

M = MZ-M プロトコル 

（マザトロール M2,T2,M32,T32,M-plus,Tplus 対応） 

T = MZ-T1 プロトコル（マザトロール M1,T1 対応） 

＜初期値＞ Ｂ 

※Web 設定画面中に表示される「MBS プロトコル」は、特殊な用途でのみ使用されますので、

通常は使用しません。 

 

（５２） [MZ]コマンド応答モード 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値     

＜初期値＞ ００ 

 

（５３） [MZ]パリティ 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値  

＜範囲＞             ０，１ 

 ０ ＝ なし 

 １ ＝ あり 

＜初期値＞ １ 

 

（５４） [MZ]コマンド応答ディレイ 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値     

＜初期値＞ ０ 
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（５５） [MZ]コマンド応答タイムアウト 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値     

＜初期値＞ ５ 

 

（５６） ネットワーク設定の表示 

パラメータ番号＃５７－＃６１の表示／非表示 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ 表示しない 

 １ ＝ 表示する 

＜初期値＞ １ 

 

（５７） ＩＰアドレスの設定方法 

ＩＰアドレスを自動（ＤＨＣＰ）/手動で取得 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ １，２ 

 １ ＝ 自動で取得する（ＤＨＣＰ） 

 ２ ＝ 手動で設定する 

＜初期値＞    １ 

 

（５８） ＩＰアドレス 

自局のＩＰアドレスの表示 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～９ 

＜初期値＞ １９２．１６８．０．１００ 

 

（５９） ネットマスク 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～９ 

＜初期値＞ ２５５．２５５．２５５．０ 

 

（６０） ゲートウェイ 

ゲートウェイサーバのＩＰアドレスの表示 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～９ 

＜初期値＞ なし 

 

（６１） ネームサーバ 

ネームサーバのＩＰアドレスの表示 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ０～９ 

＜初期値＞ なし 
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７－４． 出荷時パラメータファイル 

 

No. パラメータファイル名 default.PRM USER-1.PRM USER-2.PRM USER-3.PRM MZTRL.PRM
0 表示用パラメータ名 DEFAULT USER-1 USER-2 USER-3 MZTRL.
1 ＣＯＭポート 1 1 1 1 1
2 ボーレート 4800 4800 4800 4800 4800
3 ストップビット 2 2 2 2 2
4 キャラクタ長 8 8 8 8 8
5 パリティ 0 0 0 0 0
6 文字コード 1 1 1 1 1
7 ＤＣ１キャラクターコード 11 11 11 11 11
8 ＤＣ２キャラクターコード 12 12 12 12 12
9 ＤＣ３キャラクターコード 93 93 93 93 93
10  ＤＣ４キャラクターコード： 14 14 14 14 14
11 ＮＵＬＬの挿入 0 0 0 0 0
12 出力時ＤＣ１待ち 0 0 0 0 0
13  ＡＣＫキャラクターコード 0 0 0 0 0
14 送信開始インターバル 0 0 0 0 0
15 入力時ＤＣ２待ち 0 0 0 0 0
16 オートリワインド 0 0 0 0 1
17 出力時ＣＴＳによる制御 0 0 0 0 0
18 入力時ＲＴＳによる制御 0 0 0 0 0
19 入力時ファイルマーク 0 0 0 0 0
20 プレフィックス「O」の追加 0 0 0 0 0
21 データ拡張子

22 サブプログラム呼出キーワード *- *- *- *- *-
23 ＤＳＲの無視 1 1 1 1 1
24 出力終了時ＤＣ３待ち 1 1 1 1 1
25 ％出力パターン 0 0 0 0 0
26 リモートコマンド開始/終了マーク 28/A9 28/A9 28/A9 28/A9 28/A9
27 リモートコマンドファイル名/番号 0 0 0 0 0
28 サブディレクトリ選択機能 0 0 0 0 0
29 立ち上がり時のオペレーションモード 0 0 0 0 0
30 立ち上がり時のドライブ 1 1 1 1 1
31 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ1] DATA-1 DATA-1 DATA-1 DATA-1 DATA-1
32 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ2] DATA-2 DATA-2 DATA-2 DATA-2 DATA-2
33 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ3] DATA-3 DATA-3 DATA-3 DATA-3 DATA-3
34  ディレクトリ表示名[ＤＩＲ4] DATA-4 DATA-4 DATA-4 DATA-4 DATA-4
35 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ5] DATA-5 DATA-5 DATA-5 DATA-5 DATA-5
36 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ6] DATA-6 DATA-6 DATA-6 DATA-6 DATA-6
37 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ7] DATA-7 DATA-7 DATA-7 DATA-7 DATA-7
38  ディレクトリ表示名[ＤＩＲ8] DATA-8 DATA-8 DATA-8 DATA-8 DATA-8
39 ディレクトリ表示名[ＤＩＲ9] DATA-9 DATA-9 DATA-9 DATA-9 DATA-9
40 プレフィックス「O」の無視 0 0 0 0 0
41  ディレクトリパス名[ＤＩＲ1] DAT:DATA1 DAT:DATA1 DAT:DATA1 DAT:DATA1 DAT:DATA1
42 ディレクトリパス名[ＤＩＲ2] DAT:DATA2 DAT:DATA2 DAT:DATA2 DAT:DATA2 DAT:DATA2
43 ディレクトリパス名[ＤＩＲ3] DAT:DATA3 DAT:DATA3 DAT:DATA3 DAT:DATA3 DAT:DATA3
44 ディレクトリパス名[ＤＩＲ4] DAT:DATA4 DAT:DATA4 DAT:DATA4 DAT:DATA4 DAT:DATA4
45 ディレクトリパス名[ＤＩＲ5] DAT:DATA5 DAT:DATA5 DAT:DATA5 DAT:DATA5 DAT:DATA5
46 ディレクトリパス名[ＤＩＲ6] DAT:DATA6 DAT:DATA6 DAT:DATA6 DAT:DATA6 DAT:DATA6
47 ディレクトリパス名[ＤＩＲ7] DAT:DATA7 DAT:DATA7 DAT:DATA7 DAT:DATA7 DAT:DATA7
48 ディレクトリパス名[ＤＩＲ8] DAT:DATA8 DAT:DATA8 DAT:DATA8 DAT:DATA8 DAT:DATA8
49 ディレクトリパス名[ＤＩＲ9] DAT:DATA9 DAT:DATA9 DAT:DATA9 DAT:DATA9 DAT:DATA9
50 入力時区切りコードの変換 0 0 0 0 0
51 通信プロトコル B B B B M
52 [ＭＺ]コマンド応答コード 00 00 00 00 00
53 [ＭＺ]パリティ 1 1 1 1 1
54 [ＭＺ]コマンド応答ディレイ 0 0 0 0 0
55 [ＭＺ]コマンド応答タイムアウト 5 5 5 5 5
56 ネットワーク設定の表示 1 1 1 1 1
57 ＩＰアドレスの設定方法 1:DHCP 1:DHCP 1:DHCP 1:DHCP 1:DHCP
58 ＩＰアドレス 192.168.0.100 192.168.0.100 192.168.0.100 192.168.0.100 192.168.0.100
59 ネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0 255.255.255.0 255.255.255.0 255.255.255.0
60 ゲートウェイ なし なし なし なし なし
61 ネームサーバ なし なし なし なし なし  

 

※出荷時は「ｄｅｆａｕｌｔ」に設定されています。 
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７－５． パラメータの設定（編集） 

 

（１） 設定方法 

パラメータの編集方法には、次の３通りの方法があります 

 ＬＴ３３０本体の設定機能 

 Ｗｅｂによる設定（ブラウザを使用する方法） 【推奨】 

 パラメータファイルの直接編集 

 

（２） ＬＴ３３０本体の設定機能 

ネットワークに接続できない環境でパラメータの設定をすることができます。 

設定方法についての詳細は、「３－６．パラメータ値の変更」を参照してください 

 

ＬＴ３３０本体による設定は、パラメータ番号と値のみでの設定となったり、すべてテンキー

で操作しなければならないなど、複雑な面もありますので、ネットワークに接続できるので

あれば、後述の「Ｗｅｂによる設定」を推奨いたします。 

 

（３） Ｗｅｂによる設定（ブラウザを使用する方法） 

ＬＴ３３０はシステムおよびパラメータ設定用にＷｅｂサーバ機能を持っています。 

ネットワークに接続できる環境が整っているのであれば、Ｗｅｂによる設定を行うことを

推奨いたします。ほかの方法に比べ 

 

 パラメータ番号がどのパラメータの設定かわかり易い 

 パラメータの値も、数字での入力ではなく、日本語での説明ついた項目を選択する

方式の項目も多く設定が容易 

 

といったメリットがあります。 

 

Ｗｅｂによる設定の詳細については、「１２．Ｗｅｂ設定」を参照してください。 

 

（４） パラメータファイルの直接編集 

パラメータファイルはテキスト形式のファイルです。 

したがって、共有フォルダ内のパラメータファイルを、メモ帳などで直接編集することも

可能となっています。 

しかしながら、直接編集では記述ミスもおきやすく、システムの正常起動を損なう恐れも

ありますので、お勧めできません。 
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７－６． ディレクトリパス名の設定 

 

＜設定書式＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 [ ] は省略可能な項目です 

 識別子「DAT：」はＬＴ３３０の内蔵ドライブ、「USB：」はＵＳＢメモリ、「SMB：」はネットワーク

ドライブを表します。 

 

＜内蔵ドライブのディレクトリ＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

DAT：DATA1 

DAT：DATA1/TEST 

DAT：/DATA1 

 

＜ＵＳＢメモリのディレクトリ＞ 

 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

USB：DATA 

USB：DATA/TEST 

USB：/DATA 

 

＜ネットワークドライブのディレクトリ＞ 

 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭は「//」となり省略できません 

 ＜コンピュータ名＞および＜共有名＞は省略できません 

 

（設定例） 

SMB：//PC1/DNC/ 

SMB：//PC1/DNC/DATA 
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７－７． パラメータファイルのバックアップと復元 

 

（１） バックアップ 

パラメータファイルは、ファイル共有機能やＦＴＰを使用して、パラメータファイルの

共有フォルダからパソコンなどへダウンロードすることができます。 

 

バックアップされたパラメータファイルは、ＬＴ３３０同士で設定を共有／移行したり、

故障などでＬＴ３３０本体を入れ換えた際のシステムの復元などに使用することがで

きます。 

 

パラメータファイルは定期的にバックアップすることを推奨いたします。 

 

（２） 復元 

パソコンなどへダウンロードされたパラメータファイルは、まったく逆の手順で復元、

もしくは追加することができます。 

 

ファイル共有機能やＦＴＰを使用して、パソコンなどからＬＴ３３０のパラメータファイル

の共有フォルダへパラメータファイルをアップロードしてください。 

 

パラメータファイルは、共有フォルダへアップロードするだけでＬＴ３３０から使用でき

るようになります。 

 

 ＦＴＰ機能については「１３．ＦＴＰ機能」の項を参照してください。 

また、パラメータファイルの共有フォルダについては、「１１－３．共有フォルダ」を参照し

てください。 
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８．ＵＳＢメモリ 

ＬＴ３３０では差し替えが可能な外部メモリとしてＵＳＢメモリーディスクが利用できます。 

パソコンで作成したプログラムデータをＵＳＢメモリから直接ＮＣに転送したり、ＮＣからのプログラム

データを保存することが可能です。 

ネットワークの設備の予算がない、ノイズなどの環境が悪いと言った条件の場合でも、低コストで大

容量プログラムデータを使った長時間連続加工運転を実現することができます。 

 

（１） ＵＳＢメモリのルートディレクトリの選択 

ＵＳＢメモリのルートディレクトリへ対して読み込み／書き込みを行うのであれば、特別な設定

は必要ありません。 

ファイル選択モードの時に、 キーを押すとディレクトリ選択モードとなり、この時にテンキー

「０」を押すことによって、ＵＳＢメモリへアクセスすることが可能になります。 

 

（２） ＵＳＢメモリ内のサブディレクトリの選択 

ＵＳＢメモリ内のサブディレクトリに対して読み込み／書き込みを行いたい場合（ＵＳＢメモリ内

のサブディレクトリにＮＣデータが保存されている時など）は、パラメータ番号 ＃４１～＃４９ 

のディレクトリパス名へアクセスしたいＵＳＢメモリ内のサブディレクトリを設定する必要がありま

す。 

 

（設定例） 

USB：DATA 

USB：DATA/TEST 

 

 設定の方法については「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

 

設定後は、ディレクトリ選択モードでＵＳＢメモリ内のサブディレクトリを登録した DIR 番号を

選択することで読み込み／書き込みが行えるようになります。 

 

※ＵＳＢメモリの種類によっては、ＵＳＢメモリを途中で交換する際に（別の種類のものに差し替える

時）電源の再起動が必要になる場合があります。
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９．ファイルコピーガード機能 

パソコンから LT330 へデータを移動する際、データを暗号化することができます。USB での持ち運び、

ネットワーク経由でのデータ移動時に、暗号化しておくことで流出や解読を防ぎます。 

 

（１） LT330 の 内 部 デ ィ レ ク ト リ DIR9 （ DATA9 ） に 格 納 し て あ る 「 NcConvert 」 フ ォ ル ダ 内

「NcConvert.exe」をパソコン側にコピーし、起動します。 

 （ファイルが見当たらない場合はお手数ですがご連絡下さい。別途お送り致します。） 

 

 

 

 

 

 

（２） LT330 で復元するためのキーワードを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

暗号化されたデータは、コピーガードキーワードが合致する LT330 本体でのみ復元することがで

きます。 

 

 キーワードについては、「１２－７．管理者設定」を参照してください 

 

（３） 選択ボタンをクリックし暗号化するファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 変換ボタンをクリックしデータを変換します。 

変換されたデータは新規ファイルとなりますので新しく名前を付けて保存します。 
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（５） 変換完了後、元データを削除するかどうか選択します。 

 

 

（６） 変換したファイルを LT330 に移動します。 

 

（７） 変換したいファイルをＯＵＴモード キーで選択します。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００  

２ ＤＡＴＡ－１      ＮＣＤＡＴＡ．ｔ   ← 変換したファイル名 

３ １３／０６／１１     ５４６０  

４ （ＣＯＰＹ ＧＵＡＲＤ）          ← ４行目にこのように示されます。 

 

（８） キーでデータ送信スタートします。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＳＴＯＰ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００  

２ ＤＡＴＡ－１      ＮＣＤＡＴＡ．ｔ   

３ ００００００００     ００００５４６０  

４ ■         

 

以降は通常のデータ送信手順と同じです。 

 

※ 変換したファイルのコピーガードキーと、ＬＴ３３０本体のコピーガードキーが合致しない場合は、

アラームが発生し、データを送信することができません。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＯＵＴ  ＡＬＲＭ Ｐ：ＰＡＲＡＭ０００  

２ ＤＡＴＡ－１      ＮＣＤＡＴＡ．ｔ   

３ ０            ５４６０  

４ ＃１８：Ｃｏｐｙ Ｇｕａｒｄ [３９]     ← ４行目にこのように示されます。 
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１０．リモートモード 

ＮＣ制御機から送信されるコマンドデータに従って出力するファイルを準備し、その後の送信開始 

コマンドでデータを出力します。 

 

１０－１． コマンドの内容 

（１） Ｆコマンド 

 

＜コードの説明＞ 

ＳＰＡＣＥ スペースコード（１バイトコードなら何でも可） 

？     ＋，/，：，＆，？ のコードのいずれか（ファイル名では使用しないコード） 

ＦＯＬＤＥＲ１、ＦＯＬＤＥＲ２にはフォルダ名を入力して下さい。（階層は無制限です。） 

ＦＩＬＥＮＡＭＥにはファイル名を入力して下さい。 

 

＜コマンドの種類＞ 

 

① Ｆ０１ ： ＬＴ３３０からＮＣ工作機械へデータを出力します。データにサブプログラム呼び出しコ

マンド（Ｍ９８Ｐなど）が含まれている場合は、サブプログラムを出力します。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ３

３０へプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ０１ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械からＤＣ１を出力（ＲＥＡＤ、ＬＯＡＤ、入力などの操作）します。ＬＴ３３０からデー

タ出力が開始されます 

 

② Ｆ１１ ： ＬＴ３３０からＮＣ工作機械へデータを出力します。データにサブプログラム呼び出しコ

マンド（Ｍ９８Ｐなど）が含まれていても、サブプログラムを出力しません。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ３

３０へプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ１１ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械からＤＣ１を出力（ＲＥＡＤ、ＬＯＡＤ、入力などの操作）します。ＬＴ３３０からデー

タ出力が開始されます 
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③ Ｆ０２ ： ＮＣ工作機械からＬＴ３３０へデータを出力し、リモートコマンドで指定されたファイル名

でＬＴ３３０に保存します。ＮＣ工作機械からの個別のプログラムパンチアウトに対応し

ます。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ３

３０へプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ０２ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械から出力するデータを選択し、パンチアウトします。 

 

④ Ｆ２０ ： ＮＣ工作機械からＬＴ３３０へデータを出力しリモートコマンドで指定されたファイル名で

ＬＴ３３０に保存します。ＮＣからのＯ番号で区切られた全プログラムのパンチアウト

（パンチオール）に対応します。ＬＴ３３０に入力されたプログラムは、Ｏ番号をファイル

名として自動的にファイルが作成され保存されます。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣからＬＴ３３０へプ

ログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ２０）    ※サブフォルダ、ファイル名指定はできません。 

％ 

 

２）ＮＣからのデータ出力 

 

□補足説明 

 

 すべての場合のリモートコマンドプログラムにおいて、開始マークの直前、終了マークの直後に

ＣＲＬＦが必要です。（リモートコマンド開始／終了マークはパラメータ＃２６で設定。 

 パラメータ No.29＝0（ノーマルモード）の時、リモートコマンドに切り替える直前に表示されてい

たディレクトリに対して、リモートコマンドが有効です。 

 パラメータ No.29＝1（リモートモード）の時、パラメータ No.30 で設定されたディレクトリに対して、

リモートコマンドが有効です。 

 LＴ３３０のパラメータＮｏ．２１でファイル名の拡張子を指定している場合は、リモートコマンドに

記述するファイル名に、拡張子は記述しないでください。 

 ＬＴ３３０のパラメータＮｏ．２１でファイル名の拡張子を指定していない場合（空欄の場合）は、リ

モートコマンドに記述するファイル名に、拡張子を記述して下さい。 

 コマンドＦ０１、Ｆ１１、Ｆ０２において、ＬＴ３３０のパラメータＮｏ．４１～４９に記述されているフォ

ルダからのネスティングのみ可能です。ネスティングが必要ない場合は、フォルダ名の記述は

必要ありません。 

 コマンドＦ０１、Ｆ１１、Ｆ０２において、ＬＴ３３０のパラメータＮｏ．４１～４９に既に記述されている

フォルダ名は、リモートコマンドに入力しないで下さい。 
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（２） ＦＡＮＵＣカセットプロトコルエミュレーションコマンド 

 

（注）実際のオペレーションでは上記のコマンドを意識する必要はありません。 

ＮＣ側パラメータのＲＳ２３２Ｃ設定をＬＴ３３０に合わせ、入出力デバイスをＦＡＮＵＣフロッピーカ

セット又はＦハンディファイルと設定する事でコマンドは自動で出力されます。 

 

１０－２． 送信の中断 

 

＜送信開始前のキャンセル＞ 

 

前項①、②のコマンドとも設定後キャンセルをする場合はＬＴ３３０のキーパネルから  

 キーを押してコマンド待ち画面とします。 

更に  キーを押しますとノーマルモードに戻ります。 

 

＜送信開始後のキャンセル＞ 

 

前項①、②のコマンドとも送信開始後キャンセルをする場合はＬＴ３３０のキーパネルから  

 キーを押してコマンド待ち画面とします。 

更に  キーを押しますとノーマルモードに戻ります。 

 

またＮＣ機によっては制御機自体のリセットスイッチでＲＳ２３２Ｃインターフェイスから“ＳＹＮ”

“ＮＡＫ”“ＣＡＮ”の３種の制御コードが出力される場合がありますがこの制御コードの受信でＬ

Ｔ３３０は出力を停止した後、コマンド待ち画面となります。 

 

１０－３． リモートコマンドの画面 

 

①コマンド待ち画面：  

 

 

 

 

 

 

②コマンド受信時： 

 

 

 

 

 

 

  

 

（例）Ｆ０１でファイル名１２３４を呼出した場合 

１行目： 受信したリモートコマンドを表示 

２行目： （ディレクトリ名）、（出力指定ファイル名） 

３ 行 目 ：  （現 在出 力デー タ 数： ２ Ｋ Ｂ 単位 ） 、    

（ファイルのバイト数） 

４行目： 出力時はインジケータ ＞＞＞ を表示、 

エラー発生時は、その内容を表示します。

Remote Command: 

F01 1234 

DATA-1         1234   

00000000         00002513 

■ 
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１１．ネットワークドライブと共有フォルダ 

ＬＴ３３０は Windows ネットワークによるファイル共有機能を持ち、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムなどで

作成されたＮＣプログラムデータをネットワーク経由で高速転送し、内部の大容量フラッシュディ

スクに保存したり、内蔵のフラッシュディスクからパソコンやＣＡＤ／ＣＡＭシステムなどへプログ

ラムデータを読み出したりすることができます。 

また、ネットワークドライブに保存されているＮＣデータファイルを、直接ＮＣ制御機へ出力するこ

とも可能です。 

 

１１－１． ネットワークの設定 

 

ネットワークドライブおよび共有フォルダに対する操作を正常に行うには、ＬＴ３３０本体の

ネットワークの設定が正しく行われていることが不可欠です。 

同一のネットワークに接続されたコンピュータなどから、ＬＴ３３０が正しくネットワークに接続

されていることをご確認ください。 

 

なお、ネットワークの設定については、「１２－４．ネットワーク設定」を参照してください。 

 

１１－２． ネットワークドライブ 

 

ＬＴ３３０では、DIR 番号で選択できるディレクトリのうち、ファイル共有機能を使用して外部

のコンピュータのディレクトリへ接続するように設定されているディレクトリを、『ネットワーク

ドライブ』と呼称します。 

 

（１） ネットワークドライブの設定 

ネットワークドライブの登録（設定）は、パラメータ番号 ＃４１～＃４９ のディレクト

リパス名へ、接続したいコンピュータの共有フォルダへのパスを記述することで行い

ます。 

 

（設定例） 

SMB：//PC1/DNC/ 

SMB：//PC1/DNC/DATA 

 

 設定の書式については、「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

 

設定後は、ディレクトリ選択モードでネットワークドライブを登録した DIR 番号を選択する

ことで、ネットワークドライブへの読み込み／書き込みが行えるようになります。 

 

（２） ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）の設定 

ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が共有フォルダに対して「ユーザ設定」をしてい

る場合、LT330 のパラメータ（「ネットワーク設定」）にてユーザ認証の設定が必要になりま

す。 

*パラメータの設定については、「１２－４．ネットワークの設定」を参照してください 

 

ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が「ゲスト接続」の場合は、ユーザ認証の設定

は必要ありません。 

ゲスト接続させる方法や、フォルダ単位での共有の設定方法などについては、ご使用に

なっているシステムのマニュアルや市販の解説書などをご覧になるか、またはシステム

のベンダ様へお問い合わせください。 
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（３） ネットワークドライブへ接続できない場合 

ＬＴ３３０は、ディレクトリ選択モードでネットワークドライブを登録した DIR 番号を選択し

た時、ネットワークドライブへの接続を試みます。 

この時、何らかの問題（パラメータの記述ミスや配線ミス，経路上の問題など）でタイム

アウトが発生する可能性があります。その場合、ＬＴ３３０はアラームを表示するのでは

なく、「Not Found」を表示します。 

 

なお、タイムアウトの時間は概ね１分程度となります。この時間は、ご使用になっている

ネットワークの環境などにより変化いたします。 
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１１－３． 共有フォルダ 

ＬＴ３３０では、ネットワーク上に内蔵フラッシュディスクのＮＣデータファイルとパラメータ

ファイルの保存ディレクトリを共有させています。 

ＬＴ３３０では、このネットワークへ共有しているディレクトリを『共有フォルダ』と呼称します。 

 

なお、本マニュアルでは、ＯＳとして Microsoft WindowsXP の使用を想定して解説して

おります。それ以外のＯＳをお使いのお客様は、Windows ネットワークとの共有機能を

お使いいただくことで、同様の操作が可能となります。お使いのシステムのマニュアル

等を参考に設定してください。 

 

（１） 共有フォルダ名 

ＬＴ３３０は、ネットワーク上にＮＣデータファイルとパラメータファイルの保存ディレク

トリを共有させています。 

Windows の“マイネットワーク”を開くと次のような共有名で操作することができます。 

 

ＮＣデータファイル ： lt-data - LT-330 [xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○)  

パラメータファイル ： lt-param - LT-330 [xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○) 

 

 “[xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○)” の部分はＬＴ３３０のＩＰアドレスやホスト名の設定

などにより変化します。 

 

共有フォルダ内のファイルやフォルダは、新規作成や編集，名前の変更，削除などが

可能です。ファイルやフォルダの取扱には十分お気をつけください。 

 

（２） ファイルおよびフォルダ名の制限 

共有フォルダへファイルやフォルダを新規作成したり、コピーや名前の変更などをする

場合、ファイル／フォルダ名として日本語を使用しないでください。 

ＬＴ３３０のＬＣＤは日本語を表示することができません。また予期していない不具合が

発生する可能性があります。 

 

（３） パラメータ番号 ＃４１～＃４９ の設定変更 

工場出荷時に作成されているフォルダの名前を変更したり、新規作成したフォルダを使用

する場合には、パラメータ番号 ＃４１～＃４９ の設定を変更して、DIR 番号で選択できる

ようにする必要があります。 

 

 設定の方法については「７－６．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

 

 

 

 “マイネットワーク”に表示されないときは 

Windows ネットワークの仕様の関係で、“マイネットワーク”を開いたときに、ＬＴ３３０の共有

フォルダが表示されるのに時間がかかったり、表示されないときがあります。 

そのような場合には、次の方法でＬＴ３３０の共有フォルダへ接続してください。 

 

① [ツール(T)]-[ネットワークドライブの割り当て(N)...]から共有フォルダにドライブ文字

を割り当てる 

② マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]を使用して手動で接続する 
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③ 共有フォルダにドライブ文字を割り当てる 

ウィンドウの[ツール(T)]-[ネットワークドライブの割り当て(N)...]メニューで共有フォルダ

にドライブ文字を割り当てることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ネットワークドライブの割り当て(N)...]メニューを選択すると「ネットワークドライブの割

り当て」ウィザードが起動しますので、ウィザードにしたがって設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共有フォルダへドライブ文字を割り当てる 

「ネットワークドライブの割り当て」ウィザード 
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④ ネットワーク プレースの追加 

マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]を実行すると、手動で共有

フォルダと接続することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]リンクをクリックすると、「ネットワーク

プレースの追加」ウィザードが起動しますので、ウィザードにしたがって設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ お願い 

「“マイネットワーク”に表示されないときは」でご紹介した方法は、ＬＴ３３０の機能ではなく、

Microsoft Windows の機能です。したがいまして、不明な点は Microsoft Windowsの説明書や解

説書をご覧になるか、または直接マイクロソフト社へお問い合わせください。 

ネットワーク プレースの追加 

「ネットワーク プレースの追加」ウィザード 
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１２．Ｗｅｂ設定（ブラウザによる設定） 

ＬＴ３３０はブラウザを使用したネットワーク設定に対応しています。 

Ｗｅｂ設定はパラメータの設定もサポートしています。パラメータ番号と機能の説明が対になって

おり、設定項目も日本語で記述されておりますので、容易に設定することができます。 

 

（１） 対応ブラウザ 

ＬＴ３３０のＷｅｂ設定では、JavaScript や Java Applet，Adobe FLASH などは使用しておりま

せんので、特定のブラウザには依存しておりません。 

Lynx，w3m といったテキストブラウザからも設定可能です。 

しかしながら、場合によってはレイアウトが乱れる可能性があります。 

 

（２） 設定可能な項目 

Ｗｅｂ設定では、以下の項目が設定できます。 

 

 ネットワーク設定（ＬＴ３３０本体のネットワーク設定） 

 パラメータの設定 

 

それ以外にも、 

 メール設定 

 コピーガードキーワード設定 

 日時設定 

 

といった機能があります。 

 

（３） ＬＴ３３０のＩＰアドレス 

ＬＴ３３０のＩＰアドレスが不明の場合は、ＬＴ３３０の操作パネルからパラメータ設定モード

（PRM キーを押す）で、最下段の[NW]、または各パラメータファイル内の＃５７～♯６１を

ご確認下さい。 

 

（４） Ｗｅｂサーバへの接続 

ネットワークに接続されたパソコンのブラウザを起動し、ＬＴ３３０のＩＰアドレスを入力して

ください。設定メニューと現在の設定状況が表示されます。 
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１２－１． 設定画面 

 

Ｗｅｂサーバへ接続すると、はじめに設定メニューと現在の設定状況が表示されます。 

設定メニューのリンクをクリックするとそれぞれの設定画面へ移ります。 
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１２－２． 設定メニュー 

 

設定メニューはブラウザの左端へ常に表示され、設定画面が切り替わったとしても、 

メニューは表示され続けます。 

 

メニューのリンクをクリックするとそれぞれの設定画面へ移ります。 
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１２－３． 現在の設定状況 

 

設定メニューの「■ 現在の設定状況」をクリックすると、現在の稼動状態が表示されます。 

この画面は、現在動作しているシステムの設定を表示するもので、現在設定中の内容

ではありません。ご注意ください。 

設定している内容と、現在動作中の設定を比較する時などにご利用ください。 
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１２－４． ネットワーク設定 

 

（１） 設定画面 

設定メニューの「■ ネットワーク設定」をクリックすると、ＬＴ３３０本体のネットワーク

の設定画面が表示されます。 

必要な項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 

  

 ホスト名 ： ネットワーク上でのＬＴ３３０の識別名 
省略すると「ＬＴ－３３０－＜シリアル値＞」という名前が自動設定されます。 
＜シリアル値＞とはＩＰアドレスとネットマスクから計算されたユニーク値です。 

 
 設定方法 ： ＩＰアドレスなどのパラメータの設定方法 

「ＩＰアドレスを自動的に取得する」を選択すると、起動時にＤＨＣＰにてＩＰアドレスなど

を取得します。 

「ＩＰアドレスを手動で設定する」を選択すると、設定画面（後述）が表示されますので、

各項目を設定して再度［変更］ボタンをクリックしてください 

 

* 「ＩＰアドレスを自動的に取得する」（ＤＨＣＰ）に設定されているとき、電源投入時にＤＨ

ＣＰサーバによるアドレス入手が出来なかった場合（ネットワークケーブルが接続されて

いないなどの原因で）、その後ＬＴ３３０のシステム動作中に、ＤＨＣＰサーバへのＩＰアド

レス入手の為のリトライはしません。 （初期設定 １９２．１６８．０．１００ のまま） 

 

正式なＩＰアドレスを入手する場合はいったん電源を切りネットワークケーブルが正しく

接続されている事を確認して再度電源を投入してください。 

 

 ワークグループ ： Windows ネットワークで使用するワークグループ 

省略時は「WORKGROUP」となります。 

 

 ユーザ認証 ： ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が共有フォルダに対して     

「ユーザ設定」をしている場合、ユーザ認証の設定が必要になります。「ユーザ認証を

使用する」を選択し、そのユーザーアカウントとパスワードを入力してください。 



  

－71－ 

手動設定 

設定方法で、「ＩＰアドレスを手動で設定する」を選択すると、手動設定の画面が

追加表示されます。各項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動設定時の注意 

設定すべき値はネットワークの環境により異なります。どのような値を設定したらよい

かわからない場合には、接続するネットワークの管理者にお問い合わせください。 
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（２） 設定の確認と保存 

設定画面で［変更］ボタンをクリックすると【設定・変更内容の確認】画面が

表示されます 
内容を確認して、設定に間違いがなければ［保存］ボタンを押してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保存ボタン 
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（３） 再起動 

設定・変更した内容をシステムへ反映させるにはＬＴ３３０を再起動する必要が

あります。 
設定を保存すると、次のような再起動の確認画面が表示されます。 
すぐに再起動する場合には、［再起動］ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［再起動］ボタンをクリックすると、ＬＣＤへ「Rebooting .....」と表示され、ブラウザに

「■■■ 再起動 ■■■」と表示されます。 
 

 

（４） 本体でのネットワーク設定確認 

本体でのネットワーク確認方法は本書Ｐ２４ ３－６ パラメータ値の変更（４）現

在のネットワーク状況を確認する を参照して下さい。 

再起動の確認画面 
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１２－５． パラメータの設定 

 

設定メニューの「■ パラメータの設定」では、パラメータファイルの作成・編集といった

作業を行うことができます。 

 

（１） パラメータファイルの選択 

設定メニューの「■ パラメータの設定」をクリックすると、パラメータファイルの選択

画面が表示されます。 

編集するパラメータファイルを選択して［設定］ボタンをクリックしてください。 

また、新しいパラメータファイルを新規作成する場合には、［新規作成］のリンクをク

リックしてください 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルの一覧 

「ファイル一覧」には現在パラメータファイルのディレクトリに保存されているパラメータ

ファイルの一覧が表示されます。左側の項目がパラメータファイルの「ファイル名」、 

右側が「表示用パラメータ名」（パラメータ番号 ＃０）となります 

 

パラメータファイルの選択画面 
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（２） パラメータの設定 

パラメータファイルの選択画面で選択されたパラメータファイルの内容が表示されます。 

「７－３．パラメータの詳細」を参考に、パラメータの設定をし［設定］ボタンをクリック

してください。 

［設定］ボタンはページの一番下にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータの設定画面 

設定ボタン 
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 パラメータファイルを別名で保存する 

【パラメータの設定】画面で、ファイル名の入力欄に保存したいファイル名をセット

して［設定］ボタンを押すと、入力欄にセットした名前パラメータファイルが保存さ

れます。 

なお、入力欄へ既存のファイル名を入力すると、上書きされてしまいます。 

その際、確認画面は出ませんので、操作には充分お気をつけください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パラメータの切り替え 

Ｗｅｂ設定でできることは、ディレクトリに保存されているパラメータファイルを編集す

ることだけです。パラメータを設定し、［設定］ボタンを押しても現在動作中のシステム

パラメータへは反映されません。 

これは、ＬＴ３３０がＮＣ工作機とＲＳ２３２Ｃでデータの送受信を行っている最中にも

Ｗｅｂによる設定が可能なためで、現在動作中のＬＴ３３０に悪影響を与えないように

なっています。 

 

使用するパラメータファイルの切り替えを行うには、次の手順を実行してください。 

① ＬＴ３３０の操作パネルから PRM キーを押し、パラメータ設定モードへ移行する 

② 使用するパラメータファイルの内容を表示する 

③ START キーで確定させる 

これで選択されたパラメータが有効となり、電源を切って再投入しても有効が維持され

ます。 

パラメータを別名で保存する 

保存したいファイル名を記入する 
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（３） 新規作成 

パラメータファイルの選択画面で［新規作成］リンクをクリックするとパラメータの新規作成

画面が表示されます。 

パラメータは工場出荷時の設定で初期化されています。 

「７－３．パラメータの詳細」を参考にパラメータの設定をし、ファイル名の入力欄へ保存

するパラメータファイルのファイル名を入力して［設定］ボタンをクリックしてください。 

設定ボタンはページの一番下にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータファイルの新規作成画面 

設定ボタン 
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１２－６． メールの設定 

 

設定メニューの「■ メールの設定」をクリックすると、メールに関する設定の画面が表示

されます。 

必要な項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 
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 設定項目の詳細 

 
（１） アカウントメールアドレス 

 
＜設定書式＞ 
＜アカウント＞@＜ドメイン名＞ 

 
（設定例） Lt330@modia.co.jp 

 
指定されたアカウントでメールを送信します。「SMTP サーバ」（後述）で指定された

メールサーバからメールを送信することができるアカウントを指定してください。 
 

（２） 送信先アドレス 
 

＜設定書式＞ 
＜アカウント＞@＜ドメイン名＞ 

 
（設定例） info@modia.co.jp 

 
メールの宛先（一般的に「メールアドレス」と言われるものです）を指定します。 
ＬＴ３３０からここで指定したメールアドレスへメールが送信されます。 

 
（３） 認証方式 
 

メール送信時の認証方式を設定します。 
 
（４） SMTP サーバ 

 
（設定例） mail.modia.co.jp 

 
メールを送信するサーバのＩＰアドレスもしくはドメイン名を指定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（５） SMTP ポート番号 
 

SMTP サーバの待ち受けポート番号を指定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

 初期値は 587 （SMPT 認証で使用されるサブミッションポート）です。 
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（６） SMTP アカウント 
 

SMTP 認証でメールを送信する際に、サーバーにログオンするアカウント名を設定

します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（７） SMTP サーバー 
 

SMTP 認証でメールを送信する際に、サーバーにログオンするためのパスワード

を設定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（８） POP サーバー 
 

（設定例） pop.modia.co.jp 
 

メールを受信するサーバのＩＰアドレスもしくはドメイン名を指定します。 
POP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
 
 
（９） POP ポート番号 
 

POP サーバの待ち受けポート番号を指定します。 
POP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 初期値は 110 （標準的なポート番号）です。 

 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
 

（１０） POP アカウント 
 

メールを受信するサーバ（POP サーバ）へログインするためのアカウント

（ユーザ名）を指定します。 
 

設定について、不明な点はネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
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（１１） POP パスワード 
 

メールを受信するサーバ（POP サーバ）へログインするためのパスワード

を指定します。 
 

入力された文字は画面には表示されません。 

（●や＊などで表示されます）。 

 

設定について、不明な点はネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 

 
 

（１２） 送信開始 
 

データ送信開始時に発信するメールの設定をします。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 メールテキスト 

この部分が送信メールのメッセージになります。 

 
（１３） 送信完了 

 
データ送信完了時に発信するメールの設定をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メールテキスト：成功 

データ送信が正常に完了したときにに送信されるメールのメッセージです。 

 

 メールテキスト：エラー 

データ送信が中断されたときに送信されるメールのメッセージです。 
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（１４） NAK 入力 
 

ＲＳ２３２Ｃからの「NAK コード」の受信をトリガにしてメールを送信する機能

の設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 NAK コードの指定 

トリガとして機能させる「NAK コード」は任意のコードに設定できます。 
入力欄に２桁の１６進数で指定してください。 
NAK コードは２種類設定することができます。 

 
（設定例） 06 （06H） 

86 （86H） 
00 （未使用） 

 
例外として「00」は未使用を表しますので、NAK コードして使用することは

できません。 
 

「メールを送信する」をチェックしても、両方の入力欄が「未使用」だとメール

は送信されません。ご注意ください。 

 
 メールテキスト 

この部分が送信メールのメッセージになります。 

 
（１５） 接点入力（※オプション） 

 
接点の入力をトリガにしてメールを送信する機能の設定をします。 

 
 
 
 
 
 
 

 メール送信トリガ接点の指定 

トリガとして機能させる接点の番号をチェックします。複数の接点をトリガに

指定することができます。 
「メールを送信する」をチェックしても、トリガ接点が指定されていないとメール

は送信されませんのでご注意ください。 
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１２－７． 管理者設定  

 

●コピーガード：キー 

 

暗号化したコピーガードファイルを照合するキーワードが表示されます。 

キーワードを入力して、[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●時刻設定 

 

LT330 の時刻設定が表示されます。 

必要な項目を設定して、[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本体での時刻設定方法 

① を押してください。 

②パラメータファイル選択画面で、最下段の[ＤＡＴＥ]を選択し、 キーを押してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＰＲＭ  ＳＥＬ     ｄｅｆａｕｌｔ 

２              ＰＡＲＡＭ００１ 

３              [ＮＷ] 

４ Ｖｅｒ５．３．０．２  ＞[ＤＡＴＥ]        ← 最下段 

 

③現在のネットワーク状況が表示されます。 



  

－84－ 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ     <２０１１>／１２／１６ 

２ ＴＩＭＥ        １４：３７：００ 

３  

４  

 

④ を押し、変更したい値に<>を移動してください。 

 

⑤画面下部に■が点滅したら、テンキーで数字を入力してください。 

 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ     <２０１１>／１２／１６ 

２ ＴＩＭＥ        １４：３７：００ 

３  

４ ＹＥＡＲ    ： ■ 

 

 

⑥ キーを押して下さい。（※この時点ではまだ設定完了していません。） 

 

⑦ キーを押して下さい。変更した値がセーブされ有効になります。 

変更をキャンセルしたい場合は キーを押さずに、 キーを押してください。 

 
 

＜画面表示＞ 

  １        10         20 桁 

１ ＤＡＴＥ     <２０１１>／１２／１６ 

２ ＴＩＭＥ        １４：３７：００ 

３  

４ ＊＊＊＊＊＊＊ ＥＮＤ  ＊＊＊＊＊＊＊ 
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●安全設定 
 

LT330 のデータ送信時のファイル読込処理を設定します。 

 

 
 

①安全優先（初期設定） 

 

LT330 からデータを送信する場合、送信開始と同時に LT330 本体の内部メモリ（ユーザー

が操作できるフォルダのことではありません。）に自動的に一時保存されます。サブプロ呼

出時も同様の処理をしています。 

 

それにより、データ送信開始後に USB メモリが抜けてしまっても、ネットワークトラブルなど

で LAN が切断されてしまってもデータ送信は最後まで継続されます。 

 

※自動一時保存が可能なメモリ領域はおよそ 100MB 程度です（メモリの空き領域はタスク

の状態によって変動します）。そのため、安全優先設定の場合、送信できるファイルの最

大サイズが 100MB 程度になります。（送信ファイル最大サイズ＝ファイル保存先の空き

容量ではありません。） 

※一時保存処理のため、データ容量が大きいほどデータ送信開始までに時間がかかりま

す。（サブプロ呼出時も同様。） 

※サブプロ呼出のように他のデータにジャンプする場合は、USB 脱落時または LAN 切断時

は、送信中のファイルのみが最後まで送信されますが、次のデータへのジャンプやメイ

ンプログラムへの復帰は行われません。 

 

②大容量優先 

 

データ送信時の LT330 本体への自動一時保存が行われません。それにより、送信ファイル

最大サイズは、ファイル保存先の空き領域まで拡張されます。また、大容量のデータでも送

信開始、サブプロ呼出が早くなります。 

 

※USB 脱落時、LAN 切断時にはデータ送信が中断してしまいますので、大容量優先の場

合は LT330 本体（フォルダ DATA1～DATA9）にファイルを一旦保存してから、データ送

信を開始することをお勧めします。 
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１２－８． 再起動 

 

ＬＴ３３０を再起動します。 

 

設定メニューの「■ 再起動」をクリックすると、次のような再起動画面が表示されます。

再起動してよければ［再起動］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［再起動］ボタンをクリックすると、ＬＣＤへ「Rebooting .....」と表示され、ブラウザに

「■■■ 再起動 ■■■」と表示されます。 
 

 

再起動画面 
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１３．ＦＴＰ機能 

ＬＴ３３０はＦＴＰサーバの機能も持っています。 

ftp コマンドや FFFTP といったアプリケーションを使用して、ＮＣデータファイルとパラメータ

ファイルが保存されている共有フォルダへログインすることができます。 

ネットワークには接続できるが、Windows ネットワークによるファイル共有が利用できない

場合などにお使いください。 

 

（１） ＬＴ３３０のＩＰアドレス 

ＦＴＰサーバへの接続先として、ＬＴ３３０のＩＰアドレスを使用します。 

ＩＰアドレスがわからないの場合には、「１２．Ｗｅｂ設定 （３）ＬＴ３３０のＩＰアドレス」と同じ

方法で確認できます。 

 

（２） 同時接続の制限 

ＬＴ３３０のＦＴＰサーバは複数のクライアントからの同時接続には対応しておりません。 

すでにＦＴＰサーバへ接続したクライアントが存在する場合、他のクライアントからの接続は

拒否されます。ご注意ください。 

 

（３） ログイン 

お使いのシステムに対応した ftp コマンドまたは FFFTP など（Windows の場合）のアプリケー

ションを使用してＦＴＰサーバへログインしてください。 

コマンドおよびアプリケーションの操作方法については、コマンドやアプリケーションに付属

のマニュアル等を参照してください。 

 

（４） ユーザ名とパスワード 

ユーザ名は次のとおりです。 

 

ユーザ名 パスワード 説明 

ltdata なし ＮＣデータファイルへのアクセス用 

ltparam なし パラメータファイルへのアクセス用 

 

ＮＣデータとパラメータではログインするユーザ名が異なります。 

 

また、パスワードは設定されておりません。 

コマンドやアプリケーションで、パスワードを入力するプロンプトやダイアログに対しては、

空のままでけっこうです。 

 

（５） ルートディレクトリ 

ログインに成功した場合、ルートディレクトは次のようになります。 

 

ユーザ名 ルートディレクトリ 

ltdata ＮＣデータファイルが保存されている共有フォルダ 

ltparam パラメータファイルが保存されている共有フォルダ 

 

したがって、ＮＣデータファイルの共有フォルダへログインしてパラメータファイルの共有

フォルダへ移動したり、逆にパラメータファイルの共有フォルダへログインしてＮＣデータ

ファイルの共有フォルダへ移動したりすることはできません。 
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１４．アラーム状態 

エラーが発生したときにはアラーム状態となります。 

アラーム状態では、現在の処理を中止して RESET キーが押されるまで待機します。 

アラーム状態が解除される（RESET キーが押された）と、特別な場合を除き「ＯＵＴモード」

へ戻ります。 

 

１４－１．アラーム表示： ０ 

システム関する異常です。 

これらの異常発生の原因を修正してから再度システムを立ち上げてください。 

 

番号 メッセージ 内容 

１ System Error システムエラー 

[1] 設定が未定義 

[2] 無効な動作モード 

[24] コマンドラインオプションのエラー 

[25] 優先順位の変更に失敗 

[63] 予期せぬエラー 

２ No Memory メモリ異常 

[3] メモリ不足（バッファ割り当て） 

[4] メモリ不足（文字列の割り当て） 

３ Incorrect パラメータ異常 

[23] パラメータの記述ミス 

 

 注) System Error (63)について 

       このアラームはＬＴ３３０が採用しているオペレーションシステム（ＯＳ）の“ＬＩＮＵＸ” 

 カーネルが表示するアラームです。ＬＩＮＵＸはマルチタスク用のＯＳで色々なジョブ（機能） 

      が同時に動作しています。ごく希にこれらのジョブの負荷が大きく限度を超えた場合に発生 

      する場合があります。 

      * System Error (63)が発生した場合必ず電源の再投入をしてください。 
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１４－２． アラーム表示： １ 

 

内蔵フラッシュディスクおよびファイルに関する異常です。 

アラームの解除は RESET キーで行ってください。 

処理を実行中に以下のアラームが発生した場合は、以後の処理は中止されます。 

 

番号 メッセージ 内容 

１１ Disk Full [5] ディスクに空きがない 

１２ No Media [7] USB メモリが挿入されていない 

１３ SMB Error [8] ネットワークドライブへ接続できない 

１４ Disk Error [6] リマウントできない 

[9] ディスクの異常 

１５ File Error [10] ディレクトリを開けなかった 

[11]  ディレクトリの読み込み異常 

[12]  ディレクトリを変更できなかった 

[14] ファイルを開けなかった 

[15] ファイルのマッピングエラー 

[16] ファイルの状態が読み込めなかった 

[17] 通常のファイルではない 

[32] 書き込みエラー 

１６ Not Found [13] ファイルが見つからない 

１７ Copy Disable [27] 許可されていないコピー処理 

 

１４－３． アラーム表示： ２ 

 

ＲＳ２３２Ｃ通信に関する異常です。 

アラームの解除は RESET キーで行ってください。 

処理を実行中に以下のアラームが発生した場合は、以後の処理は中止されます。 

 

番号 メッセージ 内容 

２１ DSR Drop [20] DSR が “Ｌ” 

２２ NC Error [21] サブプログラム呼出キーワードが空 

[22] データブロックの異常 

[28] 入力文字異常 

[29] デコードエラー 

[30] バッファメモリ内に不正な文字 

[31] バッファメモリ内の異常 

２３ RS232 Error [18] シリアルデバイスがオープンできない 

[19] RS232 の設定値異常 

[26] フロー制御の設定エラー 

 

 

 

 



  

－90－ 

１５．外部接続端子 

１５－１．ＲＳ２３２－１（ＣＯＭ１） 

 

ピン 信号名 説明 方向 

１ ＣＤ キャリア検出 ＩＮ 

２ ＲＤ 受信データ ＩＮ 

３ ＳＤ 送信データ ＯＵＴ 

４ ＤＴＲ データ端末レディ ＯＵＴ 

５ ＧＮＤ 信号グランド  

６ ＤＳＲ データセットレディ ＩＮ 

７ ＲＴＳ 送信要求 ＯＵＴ 

８ ＣＴＳ 送信可 ＩＮ 

９ ＲＩ 被呼表示 ＩＮ 

 

１５－２．ＲＳ２３２－２（ＣＯＭ２） 

   

ピン 信号名 説明 方向 

１ ＣＤ キャリア検出 ＩＮ 

２ ＲＤ 受信データ ＩＮ 

３ ＳＤ 送信データ ＯＵＴ 

４ ＤＴＲ データ端末レディ ＯＵＴ 

５ ＧＮＤ 信号グランド  

６ ＤＳＲ データセットレディ ＩＮ 

７ ＲＴＳ 送信要求 ＯＵＴ 

８ ＣＴＳ 送信可 ＩＮ 

９ ＲＩ 被呼表示 ＩＮ 

 

１６．付属ＲＳ２３２Ｃケーブル 

 

LT330側 NC側

9ピンメス 25ピンオス

ピン番号 ピン番号

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 20

シールド
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参考．  LT330 と MAZATROL M-32 間のデータ入出力手順例 

 

１．MAZATROL M-32 → LT330 

No. LT330 MAZATROL M-32

1 パラメータを次の通り設定します。
#51 = M
#52 = 00
#53 = 1
#54 = 0
#55 = 5

2

3 入力モード（IN）に設定します。

4 ファイル名を設定します。（新設、上書きどちらも可）

5 [SET]→[START]ボタンをおし、入力待機状態にします。

6 データ・イン・アウト（CMT）画面を表示させます。

データ・イン・アウト画面の呼出方法
→画面選択キー（メニューキーの左端または右端にある緑のボタン）
を押しいくつか画面を切り替え、右端に表示される[データI/O]キーを
押します。
[CMT I/O]キーを押します。

7 [セーブ　NC→CMT]を選択します。

8 画面右側「ワークNo.」に、出力したいデータのワークNo.を打ち込み
ます。

※一度に複数のファイルを出力することも可能です。但し、データを
複数指定した場合は、LT330側では1つのファイルに保存され、自動
分割はされません。

9 ワークNo.打ち込み完了後、打ち込んだワークNo.の右隣（ワークNo.
打ち込みが行の右端で終わっている場合は、次の行の左端）の
"000"にカーソルを移動させます。

10 [スタート]キーを押し、データを送出します。

11
No.4で指定したファイル名でMAZATROLデータが保存されます。
※保存後、データを編集しないでください。データをMAZATROLへ送
ることが出来なくなります。

RS232Cケーブルを接続して下さい。

 

 

 

２．LT330 → MAZATROL M-32 

  STEP1. LT330 に保存されている MAZATROL ワーク No.情報を送る 

LT330 MAZATROL M-32

1 出力モード（OUT）に設定します。

2
MAZATROLデータが保存されているファイル名を選択します。

3 [SET]→[START]ボタンをおし、出力待機状態にします。

4 データ・イン・アウト（CMT）画面を表示させます。

5 [ディレクトリ　CMT→NC]を選択します。

6 [スタート]キーを押します。

7 データ中、ワークNo.情報のみを送出します。
ファイルに含まれるデータはすべて流れませんが、ワークNo.情報の
み送出が終わると”END"が表示されます。
（パラメータ#16で「オートリワインドする」に設定している場合は、出
力待機画面に戻ります。）

8 LT330に保存されているファイルに含まれる、ワークNo.が表示され
ます。  
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  STEP2. LT330 に保存されている MAZATROL NC データ を送る 

LT330 MAZATROL M-32

1 出力モード（OUT）に設定します。

2
MAZATROLデータが保存されているファイル名を選択します。

3 [SET]→[START]ボタンをおし、出力待機状態にします。

4 データ・イン・アウト（CMT）画面を表示させます。

5 [ロード　CMT→NC]を選択します。

6 LT330側から受け取るデータのワークNo.を打ち込みます。

※ワークNo.は必ずLT330に保存されているワークNo.（MAZATROL
→LT330 送出時）と同じでなければいけません。したがって、ワーク
No.を変更することはできません。

※すでにMAZATROLに同じワークNo.が存在する場合、ファイルの上
書きはできません。同じワークNo.のデータを書き換えたい場合は、
MAZATROL側のワークNo.を先に消去する必要があります。

7 ワークNo.打ち込み完了後、打ち込んだワークNo.の右隣（ワークNo.
打ち込みが行の右端で終わっている場合は、次の行の左端）の
"000"にカーソルを移動させます。

8 [スタート]キーを押します。

9 データはすべて流れます。
（パラメータ#16で「オートリワインドする」に設定している場合は、出
力待機画面に戻ります。）

10 LT330から受け取ったデータが保存されます。  
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